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2広報ここのえ　８月号

伝
統
の
華
や
か
さ

下
旦
祇
園
祭

︵
七
月
十
五
日
︶

　

毎
年
、
姿
を
変
え
る
豪
華
な
山
鉾
。

今
年
は
「
横
綱 

稀
勢
の
里
」
と
「
ミ

ヤ
ち
ゃ
ん
」、「
な
し
か
坊
や
」
が
山
鉾

に
乗
っ
て
登
場
。
周
辺
の
住
民
が
見
守

る
中
、
笛
や
鐘
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら

練
り
歩
き
、
夜
は
出
店
の
賑
わ
い
や
提

灯
の
灯
り
も
手
伝
っ
て
、
色
鮮
や
か
な

に
山
鉾
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

野
上
祇
園
祭

︵
七
月
十
五
日
〜
十
六
日
︶

　

二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
る
野
上
祇
園
。
夜
間

は
駅
前
の
商
店
街
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
山
車

が
か
け
声
と
共
に
勢
い
よ
く
走
り
回
り
ま
す
。

　

豊
後
中
村
駅
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
の
小

学
校
児
童
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
や
バ
ン
ド
演
奏
、
太

鼓
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
祭

り
に
彩
り
を
添

え
、
会
場
内
は

大
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

　

７
月
12
日
、
野
上
小

学
校
３
年
生
・
４
年
生

の
児
童
が
、
総
合
学
習

で
野
上
祇
園
の
歴
史
な

ど
に
つ
い
て
学
習
を
行

い
、
そ
の
あ
と
山
車
に

飾
る
お
花
づ
く
り
も
体

験
し
ま
し
た
。

宝泉寺温泉観光物産館

宝泉寺駅

開 駅
　７月22日、宝泉寺交通センターに観光物産
館「宝泉寺駅」がオープンしました。
　宝泉寺駅は大分と熊本を結ぶ旧国鉄宮原線
の駅で、町民や観光客の方々をお見送りお迎
えする出会いの場でした。
　今回、開駅した宝泉寺駅は木造２階建てで、
１階は地元農産物やお土産品等の販売、２階
は宮原線に関する資料展示のほかに食事がで
きる休憩所もあります。

【営業時間】午前９時～午後７時
【休 駅 日】無　休（年末年始を除く）

宝泉寺温泉観光物産館「宝泉寺駅」  ☎７３－６１００
宝泉寺駅についてのお問い合わせ

だ
し

や
ま
ぼ
こ
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生
物
多
様
性
は
「
ま
ち
の
き
ほ
ん
」
で
す

九
重
町
第
４
次
総
合
計
画
中
間
報
告
④

住
民
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
65
歳
以
上
の
光
熱
水
費
の
負
担
が
変
わ
り
ま
す

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
お
知
ら
せ

・
国
民
年
金
広
場

健
康
福
祉
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
月
々
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
負
担
の
上
限
が

　
変
わ
り
ま
す

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

・
健
康
寿
命
、
病
気
予
防
に
つ
い
て

・
総
合
健
診
、
救
急
の
日
に
つ
い
て

建
設
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
地
方
税
徴
収
強
化
対
策

農
林
課
か
ら
お
知
ら
せ

・
ト
マ
ト
、
椎
茸
栽
培
研
修
受
講
生
募
集

九
重
く
ら
し
の
学
校

九
重
ふ
る
さ
と
自
然
学
校　
ほ
か

図
書
館
だ
よ
り

心
の
扉　
ほ
か

ハ
ー
ト
降
る
、
文
化
財
探
訪

暮
ら
し
の
情
報

ま
ち
の
話
題

休
日
当
番
医
、
人
の
動
き 

ほ
か

広報ここのえ　８月号3

開催決定！

第23回 九重ふるさと祭り
【日　時】10月21日（土）～22日（日）
　　　　　〔両日〕午前１０時～
【会　場】九重町保健福祉センター前駐車場、
　　　　　九重町活きいきランド周辺
※詳細については今後、広報ここのえ等でお知らせします。

昨
年
好
評
の

「
赤
ち
ゃ
ん
カ
ッ
プ
」も

開
催
予
定
！

お問い合わせ 企画調整課　まち・ひと・しごと戦略グループ
☎ ７６―３８０７

お問い合わせ 九重文化センター内「九重の自然を描く絵画・写真展」実行委員会
☎ ７６－３８８８　　FAX ７６－３８７７

第26回 九重の自然を描く絵画・写真展
九重町と姉妹都市の長崎県佐世保市作品も展示しています！

【日　時】10月15日（日）～22日（日）
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　※最終日の展示時間は午後３時まで
【会　場】九重文化センター

作 品 募 集！
❒水彩画　❒油絵　❒日本画　❒デザイン　
❒水墨画　❒写真　❒その他

10月７日（土）～８日（日）〔両日〕午前９時～午後５時搬入
10月22日（日）　午後３時～５時
10月23日（月）　午前９時～午後５時

搬出

平成 29年度 　 就業構造基本調査
　総務省統計局では，10月１日現在で就業構造基本調査を実施します。
この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的として、統
計法に基づき実施する国の重要な統計調査です。
　調査をお願いする世帯には、９月下旬に調査員が伺い、調査書類をお配りし
ます。皆様により便利にご回答いただくため、パソコンやスマートフォンを使っ
て、簡単にインターネットで回答することが可能となっています。
　なお、調査票の記入内容は、統計法によって厳重に保護されており、インター
ネット回答における通信も、すべて暗号化され、不正なアクセスなどの監視も
24 時間行っていますので、回答データは厳重に守られます。また、調査関係
者が調査で知り得た内容を他に漏らしたり、統計を作成する目的以外に調査票
を使用したりすることは絶対にありません。これらの行為は統計法により固く
禁じられていますので、どうぞ安心してありのままをご回答くださるようお願
いします。
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生物多様性は
「まちのきほん」
　　　　　です

～生物多様性ここのえ戦略を
　　　　　策定しました～

01

3817

九重町の
豊かな
生物多様性

　

森
や
草
原
、川
、田
ん
ぼ
な
ど
、私
た
ち
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
%
の
自
然
に
囲
ま
れ
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
場
所
に
は
、
生
き
も
の
も
た

く
さ
ん
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
が
つ
な
が
り
、「
い

の
ち
の
に
ぎ
わ
い
」
を
つ
く
っ
て
い
る
さ
ま

を
生
物
多
様
性
と
い
い
ま
す
。

　

生
き
も
の
同
士
の
つ
な
が
り（
結
び
つ
き
）

は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
び
目
、
そ
し
て
結
ば
れ
方
の

種
類
が
多
い
ほ
ど
、
生
き
も
の
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
強
く
な
り
、
環
境
の
変
化
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
生
き
も
の
の
絶
滅
や
減
少
が

急
速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
に
ほ

こ
ろ
び
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
物
な
ど
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
、
ど

こ
か
で
必
ず
自
然
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ほ
こ
ろ
び
の
広
が
り（
生
物
多
様
性
の
危
機
）

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
年
３
月
、「
生
物
多
様
性
こ
こ
の
え
戦

略
」
を
策
定
、
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
の

提
言
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
暮
ら
し
の
見
直
し
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、
便
利

に
な
る
に
つ
れ
、
人
と
自
然
と
の
間
に
は
距

離
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
生
物

多
様
性
の
損
失
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

自
然
へ
の
想
像
力
を
働
か
せ
、
そ
の
恵
み

を
取
り
入
れ
た
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
は
、
生

物
多
様
性
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の

日
々
の
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
（
価
値
の
向
上
）

に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

九
重
町
の
一
番
の
魅
力
は
自
然
、
す
な
わ

ち
生
物
多
様
性
の
豊
か
さ
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
き
ほ
ん
で
あ
る
生
物

多
様
性
を
未
来
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
守
る
活
動
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
出

会
い
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
り
、
よ
り
多
く
の

人
が
訪
れ
た
り
す
る
町
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
は
、「
ま
ち
の
き
ほ
ん
」で
す
。

た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
、
こ
こ
に
は
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

多くの人がまず思い浮かべる九重町の風景は、こんな
感じではないでしょうか。森や川があって、田んぼや
畑もある、自然の恵みを生かした人の暮らしもある。

こういった人と自然が共存する里山環境は生きものに
とっても住みやすい環境になっています。九重町は生
物多様性が豊かな場所ですが、人が管理できない自然
が増えるにつれ、その豊かさも衰える可能性があります。

九重町の生きものの種類
九重町で確認された動植物の種数

523 確認されたもののうち、重要種とされる
種数

474
レッドデータブック（絶滅のおそれのあ
る野生生物の情報をとりまとめた本）に
指定された種数

※二次林とは、原生林が何らかの理由で消滅したあとに自然に再生した森林



02

なぜ、生物多様性
を守らなければ
ならないのか

04

生物多様性
ここのえ戦略の
かたち

03

生物多様性の
４つの危機

球上には、知
られているだ

けで 195 万種、確
認されていないもの
を含めると数千万種
以上の生きものがい
ます。これらの生き
もののつながり（生
物多様性）から、私
たちはたくさんのめ
ぐみをもらっていま
す。たとえば、食べ
物や衣類、建築資材、医薬品など。気候の調整
や水の浄化、災害防止など、地球の環境を維持
するのにも役立っています。また、農業や観光
など、自然と経済は深く結びついています。
地域の個性という面でも生物多様性は大切です。
いま、日本の地方はどこに行っても同じような
風景になってしまいました。こんな時代だから
こそ、地域が個性的であることが大切です。個
性的な地域は、そこに住む人の誇りを生みます。
九重町の個性は、豊かな自然です。それは生物
多様性がもたらしたものです。

ま世界中では、生きものの
絶滅が進むなど、生物多様

性が危機的状況になっています。
その原因は、4 つあるとされま
す。
　一つ目は、「開発や乱獲など人
間活動による危機」、二つ目は「自
然に対する働きかけの縮小によ
る危機」です。かつては薪や屋
根葺き用の材料を得る場であっ
た里山や草原が使用されなく
なったことで、その環境に適合
した生きものが生育できなくなってきました。森林の荒廃も
そのひとつです。シカやイノシシの被害が深刻化しています
が、その要因は、人の手が入らなくなった自然が増えたため
と言われます。
生物多様性危機の原因の三つ目は「外来種や化学物質など人
間により持ち込
まれたものによる
危機」、四つ目は
「地球温暖化」で
す。

こわす 

人による過干渉
（開発や乱獲） 

ほった
らかす 

人による管理放棄 

よごす 

異質なものの進入
（外来種や化学物質） 

地球温暖化 

略では、次世代へ、私たちが持ち
合わせていた「自然への感性」を

引き継ぎたいと考え、次の理念を掲げま
した。

つなげよう　いのちとりどり　誇りの暮
らし

「色とりどり」とは、色彩が豊かなさま
をいいますが、さまざまないのちが共存
しているようすを表すため「いのちとり

どり」という言葉をつくりました。また、
自然へ畏敬の念をもつとともに、それを
誇りとしていた「九重の暮らし」を未来
へ引き継ぎたいとの気持ちも込めまし
た。
この理念のもと、次の 3 つの基本目標を
掲げて、その実現のために様々な取り組
みを提言しています。

1.　生物多様性の学びを楽しもう
2.　豊かな生物多様性を保全しよう
3.　自然とつながる暮らしを育もう

生物多様性ここのえ戦略の全体像 

99
年
後
の
町
の
将
来
像 

豊かな生物多様性を保全しよう 

自然とつながる暮らしを育もう 

生物多様性の学びを楽しもう 

基本目標（九重目標） 20年目標 

基本目標を達
成するために
17の20年目標
を設定し、い
ろいろな取り
組みを提示。 

 5回  みらい  

理念：つなげよう　いのちとりどり　誇りの暮らし 

いま 

取り組みの一
部は6ページに
記載していま
す。 

広報ここのえ　８月号5

地い

戦

戦略の目標年度は99年後の
2116年です。戦略では99年後
の町の将来像を5つ掲げ、3つ
の基本目標(九重目標)を設定。
その実現のために、20年ごと
に見直す17の目標を用意しま
した。また、特に貴重な自然が
残っている「重要スポット」
12か所を設定しています。
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05

人と自然でつくる
風景を未来へ

07

ぜひ声をかけて
ください

06

私たちにも、すぐ
にできること

略をつくるとき、
高齢者の方に昔の

話を聞きました。「川や
田んぼの生きものが少な
くなった」など、目に見
えて自然が変化したのが
昭和 30 年代であったと
多くの方が指摘しまし
た。背景には私たちの暮
らしや産業の激変があり
ました。その変化は、暮
らしの利便性や経済の発
展に大きく貢献しました
が、生物にとってはマイナスのことが多かったようで
す。では、昭和 30 年代以前の暮らしに戻ればいいか
というと、それは現実的ではありません。ただ、自然
と人の暮らしが、いまよりもっと近かった当時の暮ら
しは、これからのヒントになるだけでなく、そんな、「な
つかしい未来」ともいえる町の姿は、多くの人をひき
つけることでしょう。

んなに偉大な事業もひと
りの一歩から始まりまし

た。
生物多様性を守っていくのは、
とても大変なことですが、一
人ひとりの行動の積み重ねか
ら始まります。
生物多様性ここのえ戦略では、
生物多様性保全のため、住民
のみなさんが行うこととして
次のようなものを掲げていま
す。

工観光・自然環境
課では、住民のみ

なさんが生物多様性につ
いて学んだり、語り合っ
たりする機会をつくって
いただけるよう、取り組
みをすすめています。
ぜひ、声をかけてくださ
い。

商工観光・自然環境課　
76-3150　　

野焼きの変遷

昭和30年ごろの
野焼き実施場所

現在の野焼き
実施場所（町把握分）

生物多様性の学びを楽しもう（九重目標1）
●  多世代が集まる地域行事や集落の清掃活動に参加する
●  休日や放課後は野外で遊ぶ(子ども)
●  自然に関する本を読む
  
豊かな生物多様性を保全しよう（九重目標2）
●  生きもの調査をする
●  庭に植える植物が外来種となり野外に定着しないよう注意    
　する
●  地域に根差した固定種（伝統野菜）の栽培、普及啓発
●  生きものの移動において、遺伝子の多様性に配慮する
●  生きものの特性を知り、交配による雑種を生み出さないよ
　う配慮する
●  廃棄している駆除後の外来種の新しい処理方法の検討（草
　木染など）
●  ペットを野外に放さない
●  自分の地域を歩き、地域の自然について知る機会をつくる
●  マイバッグの使用
   
自然とつながる暮らしを育もう（九重目標3）
●  薪やかやなどの自然資源を暮らしの中で活用する
●  身近な地域でとれた旬の食べ物を利用する
●  環境に配慮したマークがついた商品を購入する
●  家庭の中で、地域の自然や生きものに関する話をする
●  季節ごとの楽しみ（四季の移り変わり・行事・旬など）を
　取り入れた暮らしの実践
●  季節のあいさつを交わす（たとえば、「今日はコブシの花
　がきれいですね」）
●  季節ごとの、栄養価が高く、その時季の体に合った食事を
　とる
●  食育に関する講演会や料理教室に参加する
●  地域の伝統料理や旬の食材の調理方法を伝え合う
●  町外の人に、九重町の自然の豊かさや四季の美しさを伝え
　る
●  昆虫の生殖に影響を及ぼす農薬の使用をやめる
●  河川環境や海洋環境への配慮

生物多様性ここのえ戦略は、九重町ホームページより
ダウンロードできます。
九重町ホームページ⇒各課からのお知らせ⇒商工観光・
自然環境課⇒『生物多様性ここのえ戦略』を策定しました

ど 戦

商
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「
生
物
多
様
性
こ
こ
の
え
戦
略
」
の

策
定
を
き
っ
か
け
に
、
大
分
合
同
新

聞
で
は
６
月
22
日
付
朝
刊
で
自
然
と

の
共
生
を
考
え
る
特
集
を
組
み
ま
し

た
。
　
こ
の
特
集
で
は
、
大
分
合
同
新
聞

社
と
町
と
が
合
同
で
３
組
の
方
の
取

材
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
ペ
ー
ジ
ン
以
降
は
、
そ
の
「
広

報
こ
こ
の
え
」
版
で
す
。

　
呼
吸
っ
て
、
す
ご
く
大
事
。　

　
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
か
な
い
気
分
の

と
き
、
深
く
呼
吸
す
る
と
良
い
と
い

い
ま
す
。
あ
る
人
が
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
都
会
の
人
た
ち
は
、
呼
吸
が
浅
い

ま
ま
人
と
付
き
合
っ
て
い
る
感
じ
が

す
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
っ
と
呼
吸
を

深
く
す
る
時
間
を
つ
く
ろ
う
よ
」

　
そ
の
写
真
と
文
章
は
、
確
か
に
、

呼
吸
を
深
く
し
て
い
ま
す
。

　
音
成
葉
子
さ
ん
（
日
向
下
）
は
、

雑
誌
や
自
身
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
、
九

重
町
の
自
然
や
暮
ら
し
を
発
信
し
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
表
現
方
法
は

様
々
で
す
が
、
基
本
は
写
真
と
文
章

の
組
み
合
わ
せ
。

　
写
真
は
、
自
然
の
美
し
さ
を
見
事

に
と
ら
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
構

図
が
お
も
し
ろ
く
、
小
さ
な
驚
き
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。「
手
紙
を
書
く

よ
う
に
綴
る
」
と
い
う
文
章
も
、
と

き
に
は
躍
動
的
に
、
と
き
に
は
静
謐

に
、
そ
の
と
き
の
音
成
さ
ん
の
気
持

ち
が
す
っ
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

と
り
わ
け
、出
だ
し
が
印
象
的
で
す
。

た
と
え
ば
、
夜
空
の
写
真
に
添
え
た

こ
ん
な
文
。

　
真
っ
暗
な
夜
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
風
が

　
見
え
る
だ
ろ
う
か
。
毎
晩
、
く
じ
を
引

　
く
よ
う
に
、
部
屋
の
窓
を
開
け
る
。

心
地
よ
い
余
韻
を
残
す
終
わ
り
方
も

印
象
的
で
す
。
た
と
え
ば
、
春
を
待

ち
わ
び
る
九
重
の
自
然
を
描
写
し
た

後
の
、
最
後
の
文
が
こ
れ
。

　
待
つ
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
と
美
し
い

　
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　
ラ
イ
タ
ー
を
は
じ
め
た
の
は
、
３

年
ほ
ど
前
。

「
出
版
社
の
知
人
か
ら
『
書
い
て
み

な
い
か
』
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
と
き
言
わ

れ
た
の
が
、
外
に
住
ん
で
い
る
人
に

は
み
え
な
い
『
九
重
の
境
界
線
』
を

書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
境
界
線
と
い
う
の
は
、
季
節
と

季
節
の
区
切
り
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
し
か
で
き
な
い
『
日
々
の
暮
ら

し
』
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
表
現
で

き
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
」

　
日
々
の
暮
ら
し
が
一
番
で
出
や
す

い
の
は
、
朝
と
夕
。
音
成
さ
ん
の
連

載
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
の
タ
イ
ト
ル

「
く
じ
ゅ
う
朝
な
夕
な
」
に
は
そ
ん

な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
音
成
さ
ん
は
今
で
は
珍
し
い
４
世

代
７
人
家
族
。
家
族
で
つ
く
る
、
に

ぎ
や
か
で
、
ど
こ
か
な
つ
か
し
い
朝

と
夕
の
情
景
が
と
り
わ
け
好
き
だ
と

話
し
ま
す
。

　
音
成
さ
ん
は
別
府
市
出
身
。

「
子
ど
も
時
代
は
ア
パ
ー
ト
や
団
地

暮
ら
し
で
し
た
。
ど
れ
も
２
階
、
田

ん
ぼ
も
な
い
、
旬
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
け
ど
、
歩
き
回
る
の
が
大
好

き
で
、
別
府
の
路
地
裏
を
く
ま
な
く

歩
い
て
い
ま
し
た
。
い
つ
し
か
、
自

分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
お
も
し
ろ
い

も
の
を
見
つ
け
て
い
く
の
が
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
に
至

る
、
で
す
」

　
結
婚
後
、
夫
の
転
勤
が
多
く
、
お

ま
け
に
仕
事
も
多
忙
、
子
ど
も
と
触

れ
合
え
る
時
間
も
少
な
く
「
家
族
が

な
い
な
あ
」
と
感
じ
て
、
10
年
前
、

夫
や
子
ど
も
と
と
も
に
、
夫
の
故
郷

で
あ
る
飯
田
へ
。

「
今
は
平
屋
暮
ら
し
で
す
。
家
族
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す

い
の
で
、
断
固
と
し
て
平
屋
暮
ら
し

が
い
い
で
す
（
笑
）」

　
中
学
生
と
小
学
生
、
２
人
の
お
子

さ
ん
に
も
自
然
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
よ
く
自
然
の
中
に

連
れ
出
し
て
い
ま
す
。

「
自
然
の
中
で
、
子
ど
も
と
一
緒
に

ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
で
す
し
、
日
々
同

じ
よ
う
に
見
え
て
も
、
同
じ
も
の
は

一
つ
と
し
て
な
い
。
人
間
社
会
も
同

じ
で
、毎
日
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」

　
音
成
さ
ん
が
い
つ
も
口
に
す
る
の

が
、「
小
さ
い
こ
と
を
大
事
に
し
な

い
と
大
き
な
こ
と
も
大
事
に
で
き
な

い
」。
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
見
え

る
日
々
を
新
鮮
な
気
持
ち
で
、
大
事

に
、
て
い
ね
い
に
積
み
重
ね
る
こ
と

で
、
大
き
な
幸
せ
に
つ
な
が
る
。
そ

れ
は
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
私
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
楽
し
も
う
が
モ
ッ
ト
ー
な
ん
で

す
。
与
え
ら
れ
た
環
境
で
何
か
を
発

見
す
る
力
と
い
う
の
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
店
が
な
く
て
も
、

近
く
に
あ
る
も
の
で
済
ま
せ
る
と

か
、
な
い
な
ら
自
分
で
作
る
と
か
」

　
ス
タ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
に
目
が
行
き

が
ち
だ
け
ど
、
道
中
で
何
か
を
見
つ

け
た
り
、
手
間
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

の
が
好
き
だ
と
、
音
成
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
季
節
に
合
っ
た
暮
ら
し
を
、

意
識
せ
ず
に
、
自
然
と
で
き
る
人
が

素
敵
だ
と
も
。

「
九
重
町
に
は
そ
ん
な
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
で
き
る
こ
と
を
一

つ
ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
い

た
い
し
、
魅
力
あ
る
人
の
こ
と
を
伝

え
た
い
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
物

語
を
聞
き
た
い
し
、
伝
え
た
い
。
そ

れ
に
、帰
る
場
所
を
大
事
に
し
た
い
。

今
の
景
色
を
ず
っ
と
見
て
い
た
い
で

す
」

音
成
さ
ん
が
外
出
す
る
と
き
、
い
つ

も
手
に
し
て
い
る
の
が
カ
メ
ラ
。
最

近
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

「
毎
年
、
同
じ
日
に
ち
に
、
同
じ
よ

う
な
写
真
を
撮
っ
て
い
る
こ
と
気
づ

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
季
が
く
る

と
、同
じ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、

自
然
と
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。
本
当
に
不
思
議
。
そ
の

経
験
を
積
み
重
ね
る
と
、
今
度
は
自

分
の
方
が
お
ぼ
え
て
、
そ
の
時
季
に

な
る
と
先
に
自
分
か
ら
自
然
と
向
か

い
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
う

れ
し
い
で
す
」

「
自
然
と
暮
ら
す
」だ
け
で
な
く
、「
自

然
に
暮
ら
す
」
っ
て
こ
ん
な
こ
と
な

の
か
も
。

音
成
さ
ん
の
ブ
ロ
グ

「
く
じ
ゅ
う
朝
な
夕
な
」

http://otonariyoko.tum
blr.com

/

自然と暮らしを発信
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そ
の
土
地
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
、

採
種
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、

そ
の
土
地
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
野

菜
と
し
て
根
付
く
「
伝
統
野
菜
」。長

ら
く
減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
復
活
を
目
指
す
動
き
も
出
て
い

ま
す
。

　
日
野
克
哉
さ
ん
・
枝
里
さ
ん
夫
婦

（
田
代
）は
、「
固
定
種
・
在
来
種（
以

下「
固
定
種
」）」の
野
菜
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

野
菜
の
種
は
、「
固
定
種
」と「
F
1

種
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。ま
ず
は
、
日

野
さ
ん
夫
婦
に
解
説
を
。

「
固
定
種
と
は
、日
本
に
古
く
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
種
の
こ
と
で
、
昭
和
の

初
期
ま
で
は
そ
れ
ば
か
り
で
し
た

が
、戦
後
に
な
っ
て
Ｆ
１
種
が
入
り
、

急
速
に
広
が
っ
て
き
ま
し
た
」

　
大
量
生
産
、
安
定
供
給
な
ど
を
可

能
に
す
る
た
め
に
改
良
し
た
種
が

F
1
種
で
、現
在
、市
場
に
出
回
っ
て

い
る
野
菜
は
、ほ
と
ん
ど
こ
れ
。

「
一
方
の
固
定
種
の
種
は
、昔
か
ら
農

家
が
自
家
採
取
を
し
て
き
た
も
の
で

す
。た
だ
、そ
れ
で
作
っ
た
野
菜
は
形

が
ま
ち
ま
ち
だ
し
、手
間
も
か
か
る
。

発
芽
率
も
バ
ラ
バ
ラ
。そ
れ
に
、た
と

え
ば
冬
野
菜
の
種
は
、
種
取
り
の
た

め
に
種
が
熟
す
の
を
待
つ
た
め
、
２

~

３
か
月
は
必
要
で
す
。そ
の
間
、
ほ

場
も
開
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
効

率
が
悪
い
の
も
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　
も
ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

「
固
定
種
か
ら
と
れ
た
野
菜
は
、
甘

い
・
や
わ
ら
か
い
だ
け
で
な
く
、
辛

い
・
苦
い
が
し
っ
か
り
残
っ
て
い
ま

す
。そ
う
、昔
の
味
の
す
る
野
菜
で
す

ね
。体
に
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

　
食
の
安
全
面
で
も
重
要
で
す
。

「
最
近
ま
で
種
子
法
と
い
う
の
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
地
域
に
あ
っ
た

種
を
残
す
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
法
律
が
廃
止
さ
れ

て
、
種
の
多
様
性
が
な
く
な
っ
て
き

ま
す
。で
も
、み
ん
な
同
じ
種
だ
っ
た

ら
、
異
常
気
象
な
ど
の
災
害
が
あ
っ

た
と
き
、み
ん
な
ア
ウ
ト
」

　
日
野
さ
ん
夫
婦
の
野
菜
は
、
固
定

種
の
種
を
使
う
だ
け
で
な
く
、
自
然

農
法
で
作
る
の
が
特
徴
。自
然
農
法

に
は
様
々
な
定
義
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、日
野
さ
ん
の
定
義
は
、「
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
、
動
物
性
の
肥
料
も
使

わ
な
い
。灯
油
を
た
い
て
あ
た
た
め

も
し
な
い
」。

　
栽
培
面
積
は
、コ
メ
1.5
ｈ
ａ
、畑
50

ａ
、う
ち
ハ
ウ
ス
が
３
棟
。野
菜
の
種

類
は
年
間
約
１
０
０
。大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か（
と
い
う
野
暮
な
）質
問

に
「
大
変
じ
ゃ
な
い
こ
と
の
方
が
多

い
で
す
（
笑
）。草
取
り
は
基
本
的
に

人
力
で
す
。草
の
生
長
す
る
ス
ピ
ー

ド
に
間
に
合
わ
な
い
状
態
で
す
。野

菜
の
種
類
を
減
ら
せ
ば
い
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
一
軒
で
八
百
屋
が
や

り
た
い
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
品
種
は
減
ら
し
た
く
な

い
」。

　
し
か
し
、
野
菜
の
形
が
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
た
め
、
市
場
で
は
受
け
入
れ

て
も
ら
え
ず
、
い
ま
の
販
売
先
は
個

人
と
夫
婦
が
経
営
す
る
湯
布
院
の

宿
。宿
は
一
日
一
組
限
定
で
、
料
理

は
、
夫
婦
で
作
っ
た
そ
の
時
季
に
と

れ
た
野
菜
を
使
い
、
ア
ド
リ
ブ
的
に

提
供
。

「
自
分
の
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
も

ら
い
た
い
。た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由

で
す
（
笑
）。お
か
げ
さ
ま
で
お
客
様

に
は
、好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と

枝
里
さ
ん
。

　
克
哉
さ
ん
は
、
野
矢
の
田
代
生
ま

れ
。大
学
卒
業
後
福
岡
市
内
の
デ

パ
ー
ト
に
勤
務
。そ
の
後
、い
く
つ
か

の
職
業
を
経
て
30
代
後
半
（
約
10
年

前
）、
親
が
体
調
を
壊
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、実
家
へ
。最
初
は
兼
業

で
し
た
が
、
４
年
前
か
ら
は
専
業
農

家
に
。

　
一
方
の
、枝
里
さ
ん
は
、Ｉ
Ｔ
企
業

や
、金
融
機
関
、さ
ら
に
は
海
外
放
浪

な
ど
の
経
歴
を
経
て
、
町
内
の
ホ
テ

ル
に
勤
務
し
て
い
る
と
き
、
克
哉
さ

ん
と
出
会
い
結
婚
。

　
固
定
種
や
自
然
農
法
に
取
り
組
ん

だ
き
っ
か
け
は
、
伝
統
野
菜
を
使
っ

た
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
人
の
本
に

出
会
っ
た
こ
と
か
ら
。野
矢
と
い
う

土
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
と
克
哉
さ
ん
。

「
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
が

い
て
、川
の
水
を
く
ん
で
飲
め
る
。地

域
づ
く
り
や
農
業
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
も
い
る
。そ
ん
な
環
境

に
育
っ
て
な
か
っ
た
ら
自
然
農
法
に

は
取
り
組
ん
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」

　
今
年
、
日
野
さ
ん
夫
婦
は
野
矢
地

区
で
「Noya Village

（
ノ
ヤ
・ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
）」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
ま
し
た
。固
定
種
野
菜
の
栽

培
や
販
売
環
境
の
整
備
、
栽
培
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
さ
ら
に
は
レ

ス
ト
ラ
ン
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
設
立

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。日
野
さ

ん
夫
婦
は
、
こ
こ
で
生
き
て
い
く
に

は
戦
略
作
り
が
必
要
だ
と
話
し
ま

す
。

「
町
を
残
す
に
は
人
を
増
や
す
し
か

な
い
で
す
。人
を
呼
ぶ
に
は
、外
の
人

が
魅
力
を
持
つ
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
安
全

な
食
で
す
。Noya Village

は
、
そ
の

た
め
の
戦
略
で
す
。た
だ
、自
分
た
ち

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
み

ん
な
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
地
域

に
提
案
し
ま
し
た
」

　
悩
ま
し
き
人
口
減
少
。そ
れ
に
は
、

そ
の
場
所
に
住
ん
で
実
際
に
戦
略
を

考
え
る
人
の
存
在
が
大
事
で
す
。ま

ち
の
幸
せ
は
住
民
自
身
が
作
り
上
げ

る
も
の
。日
野
さ
ん
夫
婦
の
ま
ち
の

幸
せ
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ

の
か
た
わ
ら
に
は
、
い
つ
も
豊
か
な

自
然
が
あ
り
ま
す
。

「
自
然
相
手
な
の
で
、う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。で

も
、
自
然
に
怒
ら
な
い
。と
い
う
か
、

受
け
入
れ
る
し
か
な
い
。自
然
に
は

勝
て
な
い
し
、
食
べ
物
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
の
は
自
然
な
の
で
、
受
け
入

れ
る
で
す
ね
。こ
こ
に
は
、自
然
豊
か

な
里
山
し
か
な
い
。そ
れ
が
強
み
で

す
。確
か
に
、
便
利
は
必
要
だ
け
ど

も
、
そ
れ
は
コ
ン
ビ
ニ
の
便
利
さ
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。作
業
中
に
お

な
か
が
す
い
た
ら
野
い
ち
ご
を
食
べ

た
り
、夏
場
は
ト
マ
ト
を
食
べ
る
。そ

れ
で
じ
ゃ
な
く
て
そ
れ
が
い
い
ん
で

す
」
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物
質
的
な
豊
か
さ
は
、
私
た
ち
の
人

生
を
必
ず
し
も
豊
か
に
し
て
く
れ
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。「
断
捨
離
」
や
極
力
モ

ノ
を
も
た
な
い
「
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
」。

こ
れ
ら
言
葉
の
背
景
に
は
、
大
量
消
費

社
会
へ
の
疑
問
が
う
か
が
え
ま
す
。
一

方
で
、
自
分
が
望
む
暮
ら
し
を
、
自
分

が
で
き
る
範
囲
で
手
に
し
よ
う
と
考
え
、

行
動
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

多
く
が
簡
素
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
簡
素
と
は
、
無
駄
な
も
の
を
削

ぎ
落
と
し
、
本
当
に
必
要
な
も
の
、
い

い
モ
ノ
を
見
極
め
、
そ
れ
を
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
。
そ
の
流
れ
の
延
長
上
に

あ
る
の
が
、
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
る

タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
（
小
さ
な
家
）
や
小

屋
暮
ら
し
で
す
。

　

畑
野
公
彦
さ
ん
（
湯
沢
）
は
妻
の
敬

緯
子
さ
ん
と
と
も
に
２
０
０
５
年
に
鹿

児
島
県
か
ら
移
住
、
飯
田
高
原
で
小
屋

暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
屋
は
建
坪
約
40
平
米
の
２
階
建
て
、

１
階
は
リ
ビ
ン
グ
や
キ
ッ
チ
ン
、
２
部

屋
あ
る
２
階
の
屋
根
裏
部
屋
は
寝
室
と

物
置
に
。び
っ
く
り
す
る
の
が
、か
か
っ

た
お
金
と
時
間
。
建
築
費
用
は
９
０
０

万
円
で
、
基
礎
を
の
ぞ
い
た
建
物
本
体

の
工
期
は
わ
ず
か
２
週
間
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

「
も
と
も
と
田
舎
暮
ら
し
に
は
憧
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
以
前
住
ん
で
い
た
と
こ

ろ
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
近
く
に

あ
り
、
と
て
も
便
利
で
し
た
。
モ
ノ
も

ど
ん
ど
ん
買
う
し
、
ど
ん
ど
ん
捨
て
る
。

で
も
、
そ
ん
な
暮
ら
し
に
疑
問
を
持
ち

始
め
る
と
同
時
に
、
自
然
の
中
で
の
暮

ら
し
へ
の
思
い
も
募
っ
て
き
ま
し
た
」

　

建
築
関
係
の
本
を
読
む
の
が
好
き

だ
っ
た
と
い
う
畑
野
さ
ん
、
小
屋
づ
く

り
の
際
、
影
響
を
受
け
た
の
が
建
築
家

の
吉
村
順
三
氏
の
『
小
さ
な
森
の
家
』

と
い
う
本
。
畑
野
さ
ん
に
よ
る
と
、『
小

さ
な
森
の
家
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ミ

ニ
マ
ム
（
最
小
限
）、
身
の
丈
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ス
ケ
ー
ル
（
人
間
の
感
覚
や
動
き

に
適
合
し
た
空
間
の
規
模
や
物
の
大
き

さ
）」。

　

冬
場
の
暖
房
は
、
リ
ビ
ン
グ
に
あ
る
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
薪
ス
ト
ー
ブ
ひ

と
つ
で
充
分
。
空
気
の
流
れ
や
煙
突
の

熱
を
利
用
し
、
家
じ
ゅ
う
が
暖
か
い
と

の
こ
と
。
夏
は
、
扇
風
機
と
窓
か
ら
の

風
の
み
。
電
気
代
は
月
５
０
０
０
円
ぐ

ら
い
で
済
む
そ
う
で
す
。

「
家
は
、
も
と
も
と
、
そ
こ
に
あ
る
自

然
や
材
料
に
合
わ
せ
作
っ
て
い
た
と
思

う
ん
で
す
。
動
物
も
人
間
も
一
緒
な
ん

で
す
よ
ね
。
家
の
か
た
ち
も
昔
は
決
め

た
で
は
な
く
、
そ
こ
の
自
然
に
合
わ
せ

て
決
め
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
っ
た
と
。

だ
か
ら
、
こ
の
小
屋
は
巣
に
近
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

畑
野
さ
ん
が
心
が
け
て
い
る
の
が
、

「
身
の
丈
の
暮
ら
し
」。
そ
れ
は
「
簡
素

な
暮
ら
し
」
を
す
る
こ
と
、
と
も
言
え

ま
す
。
増
え
す
ぎ
た
モ
ノ
に
頭
を
悩
ま

す
こ
と
も
な
く
、
そ
の
分
、
自
分
の
時

間
が
持
て
る
こ
と
に
。
ま
わ
り
の
自
然

へ
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
畑

野
さ
ん
の
愛
読
書
の
一
つ
が
、
ア
メ
リ

カ
の
思
想
家
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｄ
．ソ
ロ
ー
が
、

19
世
紀
半
ば
山
の
中
で
の
自
給
自
足
の

生
活
を
つ
づ
っ
た
『
森
の
生
活
』。
そ

の
中
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。

穏
や
か
な
雨
の
中
、
ふ
い
に
こ
ん
な
思

い
に
と
ら
わ
れ
た
。
自
然
の
中
に
、
繰

り
返
す
雨
音
の
中
に
、
家
の
周
り
の
音

の
中
に
、
や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る

友
が
い
て
、
大
気
の
よ
う
に
と
め
ど
な

く
僕
を
包
み
込
む
、
何
と
も
言
え
な
い

親
密
さ
に
気
づ
い
た
の
だ

　

畑
野
さ
ん
も
ま
わ
り
の
自
然
へ
の
親

密
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
啓
示
）
を
受
け
る
と
言
い
ま
す
。

「
生
き
方
に
対
す
る
気
づ
き
を
与
え
て

く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
や
っ
て
思

索
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
日
々
哲
学

で
す
ね
（
笑
）。
自
然
へ
の
向
か
い
方

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

植
物
を
植
え
る
に
し
て
も
、
そ
こ
に
あ

る
環
境
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
自
然
を
支
配
し
た
り
征
服
し
た
り

し
な
い
よ
う
、
不
必
要
に
抗
わ
な
い
、

で
す
ね
」

　

小
屋
暮
ら
し
を
続
け
る
う
ち
に
、
自

然
と
暮
ら
し
の
再
編
集
が
で
き
、
自
然

か
ら
の
贈
り
物
を
暮
ら
し
に
よ
り
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
た
と
え
ば
、
妻
が
季
節
の
山
野
草
を

活
け
た
り
、
冬
は
ス
ト
ー
ブ
で
燃
え
る

薪(

炎)

を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
な
ご

み
ま
す
。
暮
ら
し
自
体
が
楽
し
み
に

な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
暮
ら
し
が
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
い
う
感
じ
で

す
」

　

休
日
は
真
空
管
ア
ン
プ
で
音
楽
を
聞

く
の
が
楽
し
み
だ
と
い
い
ま
す
。
実
は

こ
の
ア
ン
プ
、
近
所
に
住
む
そ
の
道
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
作
っ
て
も
ら
っ
た

そ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
協
力
し

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
の
楽

し
み
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

畑
野
さ
ん
は
、
鹿
児
島
県
に
い
た
こ

ろ
は
塾
の
講
師
を
し
、
移
住
し
て
か
ら

は
プ
ロ
の
絵
描
き
も
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
近
く
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
支
配

人
を
し
て
い
ま
す
。

「
九
重
町
の
自
然
は
手
つ
か
ず
の
自
然

で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
人
と
自
然
が
織

り
な
す
風
景
、
人
と
自
然
が
作
り
上
げ

た
調
和
が
こ
の
町
の
風
景
で
す
。
だ
か

ら
自
然
だ
け
で
は
な
く
、
人
が
大
事
な

ん
で
す
。
自
然
と
共
存
す
る
暮
ら
し
を

で
き
て
い
る
人
が
い
る
た
く
さ
ん
い
る

町
は
、魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
、

す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
、
小
屋
暮
ら

し
み
た
い
な
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
の

も
い
い
と
こ
ろ
で
す
」

　　

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
教
育
、

芸
術
、
観
光
面
で
少
し
で
も
役
に
立
っ

て
い
き
た
い
と
話
す
畑
野
さ
ん
。
ま
ず

は
、「
小
屋
暮
ら
し
の
は
じ
め
か
た
」

を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。

終
わ
り
に

　
今
回
、
取
材
を
し
て
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
３
組
の
方
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
然
と
の

暮
ら
し
」が
、そ
の
人
の「
自
然
な
生
き
方
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

共
通
で
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
人
を
ひ
き
つ
け

る
、
と
い
う
こ
と
は
良
く
あ
り
ま
す
。
手

間
を
面
倒
と
思
う
の
で
な
く
、
毎
日
を
て

い
ね
い
に
積
み
重
ね
な
が
ら
、
自
分
が
望

む
暮
ら
し
を
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
で
手

に
し
よ
う
す
る
。
そ
ん
な
、「
効
率
よ
さ
」

よ
り
も
「
心
地
よ
さ
」
を
大
事
に
す
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
生
物
多
様
性
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
に
は
、
多
く
の
人

が
魅
力
と
感
じ
る
町
の
生
き
方
、
す
な
わ

ち
「
こ
こ
の
え
ス
タ
イ
ル
」
が
あ
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

森の中の小屋ぐらし
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〔基本施策〕４－１　土地利用
（１）急傾斜地対策及び予防治山の推進
　　　　内　容　❑国・県と連携し、急傾斜地対策及び予防治山の推進を図ります。
　　　　現　状　県営急傾斜地対策事業は、28年度に西地区（後野上）が採択を受け保全事業を実施している。町営急傾
　　　　　　　　斜地対策事業で28年度（熊本地震災害）に猪牟田・宝泉寺の２地区を実施し保全を行っている。治山事
　　　　　　　　業は九重山地区（法華院温泉）平成８年度から平成28年度まで実施し、石ノ塔地区（湯坪温泉）を平成
　　　　　　　　24～25年度まで実施した。平成28年度から長井野地区（県道飯田高原中村線沿）を実施している。
　　　　課題等　要望箇所はあるが、予算不足から実施が困難である。
（２）自然景観を守るための無秩序な開発行為の防止
　　　　内　容　❑無秩序な開発行為を防止するため、旅館営業を目的とした建築の規制に関する条例及び関連する条例、
　　　　　　　　　規則、規程類の見直しを行い開発事業者に対する指導を強化し、秩序ある土地利用の推進に努めます。
　　　　現　状　「九重町生活環境保全及び開発に関する条例」に基づき、「土地形状の変更が2000平方メートル以上
　　　　　　　　の案件」等の届出を求め、その際に関係機関等の連携を図っている。
　　　　内　容　❑開発行為にかかる関係機関との連絡調整組織の拡充を図ります。
　　　　現　状　「九重町生活環境保全及び開発に関する条例」に基づき、「土地形状の変更が2000平方メートル以上  
　　　　　　　　の案件」等の届出を求め、その際に関係機関等の連携を図っている。
（３）計画的な国土調査の実施
　　　　内　容　❑第６次国土調査事業１０箇年計画に基づき、計画的・効率的に国土調査を実施します。
　　　　現　状　平成19年度より調査している大字田野地区について平成28年度で現地調査が完了する見込みであり、
　　　　　　　　平成29～32年度で大字湯坪を現地調査予定である。28年度については熊本大分地震の影響で多少の遅
　　　　　　　　れが生じたが10箇年計画で見れば計画通り進捗している。
　　　　課題等　国県の予算確保が厳しくなっていることから今後計画通り調査が行えるか懸念される。

〔基本施策〕４－２　住宅・住環境
（１）既存町営住宅の有効活用
　　　　内　容　❑既存町営住宅の改善や適切な維持管理の促進により、住宅性能の維持・向上を図り、快適な住環境の
　　　　　　　　　整備に努めます。
　　　　現　状　平成24年度に豊後中村住宅を４戸建設と平成28年度に奥野住宅を14戸建設した。平成28年度に九重町
　　　　　　　　町営住宅等長寿命化計画の見直しを行い、新たに計画書を作成し住環境の整備を推進する。
（２）安全・安心な住環境づくり
　　　　内　容　❑多様な世帯が地域で互いに支えあいながら安心して生活できる居住環境づくりに努めます。
　　　　現　状　お助けリーダーや防災士などの育成を行っている。また、支え愛・助け愛マップづくりを奨励し、安心

魅力的なまちづくりに向けて③魅力的なまちづくりに向けて④
【平成 24 年度～平成 33 年度】中間報告〔進渉状況：平成 24年度～平成 28年度〕

九重町第４次総合計画とは　
　新しい町づくりの指針となることを目的とし、九重町に住み続けたいまちづくりをめざして策定され、平成 33年
度を目標年度としています。
　※九重町第４次総合計画は、町のホームページにも掲載しています。
　①九重町ホームページ → ②よく使う項目「行政情報」 → ③施策 → ④「第４次総合計画」を策定しました
　基　本　計　画　
【第１章】住民・地域と行政が連携し協力し合うまちづくり（協働のまちづくりの推進）
【第２章】地域資源を活かした活力あるまちづくり（産業の振興）
【第３章】環境にやさしく豊かな自然と共生するまちづくり（自然環境の保全・循環型社会の形成）
【第４章】快適で暮らしやすいまちづくり（生活環境の整備）
【第５章】ともに支えあいいきいきと暮らせるまちづくり（健康・福祉の向上）
【第６章】豊かな人間性を育むまちづくり（教育・文化の向上）
【第７章】経営感覚を持った行財政運営のまちづくり（行財政運営）

【第４章】快適で暮らしやすいまちづくり
（生活環境の整備）

九重町第４次総合計画（全７回）

企画調整課　自律のまちづくりグループ　☎７６－３８０７
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　　　　　　　　して生活できる環境づくりに努めている。
　　　　内　容　❑耐震化の促進など安全性の向上に努めます。
　　　　現　状　木造住宅耐震改修促進事業を活用し安全性の向上に努めている。
　　　　課題等　住宅耐震化への意識向上が必要である。
（３）少子高齢化への対応
　　　　内　容　❑住宅のバリアフリー化、耐震化や健康住宅の促進など、良質で安心できる住宅の整備に努めます。
　　　　現　状　近年建設された町営住宅については、耐震やシックハウス対策等法に準じた住宅整備に努めている。
　　　　課題等　老朽化した住宅への対応が困難である。
（４）定住促進への対応
　　　　内　容　❑若者定住を促進するため、若年層や子育て世代に対応した住宅整備を推進します。
　　　　現　状　平成25年度に定住促進のため民間活力による北代住宅16戸を建設した。
　　　　　　　　平成28年度に若年層や子育て世帯に対応した奥野住宅14戸を建設し、
　　　　　　　　定住促進を図っている。
（５）空き家住宅の有効活用
　　　　内　容　❑町内に多く存在している空き家住宅の状況を把握し、ＵＪＩターンなど
　　　　　　　　　転入者への情報提供など住居の有効利用に努めます。
　　　　現　状　平成25年度固定資産納税通知書に空き家登録の案内を送付する
　　　　　　　　とともに、空き家登録を促した。移住フェアなどに参加して九
　　　　　　　　重町のピーアールを行っている。また、空き家改修などに対して
　　　　　　　　補助している。

〔基本施策〕４－３　上水道・生活排水処理
（１）安全でおいしく飲める水道水
　　　　内　容　❑定期的な水質検査の実施及び適正な残留塩素の維持を図り、安全でおいしい水の供給を図ります。
　　　　現　状　町営簡易水道は定期的な水質検査の実施及び適正な残留塩素の維持を図り、安全でおいしい水の供給に
　　　　　　　　努めている。その他の地区水道は玖珠郡水道協会を通じて、水質検査・塩素配布を行い安全でおいしい
　　　　　　　　水の供給に努めている。
　　　　課題等　遠方監視等、監視体制の整備が必要である。
（２）安定した水道水の供給
　　　　内　容　❑給水区域内での町水道未利用世帯の加入促進に努めるとともに、安定的な水道料金の徴収により水道
　　　　　　　　　経営基盤の充実を図ります。
　　　　現　状　平成25年度に麻生原地区15戸の加入があった。水道料金徴収率の向上や経費の削減等実施し水道経営
　　　　　　　　安定に努めている。
（３）水道水源の保全
　　　　内　容　❑水源周辺の環境保全を図り、安全で安定的な水源保全に努めます。
　　　　現　状　水源周辺への鳥獣侵入防止柵等の設置や定期的な巡視・点検を行い、
　　　　　　　　安全で安定的な水源保全に努めている。
（４）施設の改善
　　　　内　容　❑漏水調査などを実施するとともに水道施設の計画的な更新を図ります。
　　　　現　状　漏水調査などを実施し、水道施設の計画的な更新をしている。
（５）合併処理浄化槽設置の推進
　　　　内　容　❑合併処理浄化槽の設置補助を継続的に実施します。
　　　　現　状　合併処理浄化槽の設置補助を継続的に実施している。平成24年度は64基、平成25年度は66基、平成26
　　　　　　　　年度は55基、平成27年度は50基を補助。生活排水処理率も平成23年度が37.88%、平成27年度が　　
　　　　　　　　50.41%と改善した。
（６）水辺の保全
　　　　内　容　❑身近な河川としての水辺の保全を行います。
　　　　現　状　筑後川流域会議において各種団体と協働し、流域の環境保全を図るとともに、合併浄化槽の普及・推進
　　　　　　　　を行っている。
（７）廃油石鹸の制作と利用の促進
　　　　内　容　❑家庭から排出される廃油を活用した石鹸づくりと利用を推進します。

お助けリーダー研修

奥野住宅

移住フェア

鳥獣侵入防止柵設置
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　　　　現　状　家庭から排出された廃油で石鹸工房にて石鹸づくりを行っている。
　　　　課題等　石鹸づくりをするメンバーの高齢化等により、人数も減っている。

〔基本施策〕４－４　交通対策
（１）道路網の整備促進
　　　　内　容　❑国や県と連携し、国道や県道の整備や周辺地域へのアクセス道路の計画的な整備に努めます。
　　　　現　状　５年間で主に整備が実施できたものは国道210号恵良交差点整備・国道387号町田バイパス整備・　　
　　　　　　県道飯田高原中村線整備等が行われた。今後も国や県と連携し、国道や県道の整備や周辺地域へのアク　　
　　　　　　セス道路の計画的な整備に努める。
　　　　内　容　❑九重町橋梁長寿命化修繕計画に基づいた計画的な橋梁の整備を推進します。
　　　　現　状　九重町橋梁長寿命化修繕計画に基づき平成28年度までに13橋梁の整備を行った。平成29年度以降も計
　　　　　　　　画的に実施する。
（２）道路改良の推進
　　　　内　容　❑安全な生活道路の整備・改良とともに、危険個所の調査点検、維持管理の軽減を図れる整備を推進し
　　　　　　　　　ます。
　　　　現　状　各種補助事業や町単独事業を活用し安全な生活道路の整備・改良を行い、危険箇所の調査点検、維持管
　　　　　　　　理の軽減を図れる整備を実施している。
（３）交通安全教育の推進
　　　　内　容　❑交通安全意識の高揚を図るため、学校・家庭・職場など地域社会において、交通指導員や各地区交通
　　　　　　　　　安全協会会員を中心に、交通安全運動の推進を図ります。
　　　　現　状　年４回（春・夏・秋・年末）の交通安全運動期間に加え、毎月１日（マナーアップの日）と20日（県民
　　　　　　　　交通安全日）、及び交通非常事態宣言発令時に街頭指導を行っている。また、学校における交通安全教
　　　　　　　　室において、大分県交通安全協会玖珠支部と協力して啓発を行っている。更に、毎年関係機関で通学路
　　　　　　　　安全推進会議を開催し危険個所の改善を実施している。
　　　　課題等　交通指導員定数16名に対し、欠員が３名発生しており、補充に苦慮している。
（４）公共交通機関の充実
　　　　内　容　❑路線バスとコミュニティバスの利用者増加を図るため、効率的な路線網の検討を進めます。
　　　　現　状　平成28年度において地域公共交通網形成計画を策定した。
　　　　　　　　平成29年度において実施計画を策定して効率的運行を図る。
　　　　課題等　今後も引き続き、スクールバス・園バスの運行方法等
　　　　　　　　について関係機関と検討していく。

　　　　内　容　❑隣接する市町との連携を強化し、通勤・通学などの利用促進のため鉄道の利便性の向上を図ります。
　　　　現　状　毎年、ＪＲに対して増便を要求している。
　　　　課題等　ＪＲの経営面から増便は困難な状況である。

〔基本施策〕４－５　情報通信
（１）町のホームページ充実
　　　　内　容　❑情報の収集・開示の基幹媒体として町のホームページの充実に努めます。
　　　　現　状　平成28年度に緊急災害時に対応できるようにホームページのリニューアルを行い内容の充実を図った。
　　　　課題等　利用者が情報の収集が安易なシステムづくりに向けて引き続き改修を行う必要がある。
（２）情報知識の向上
　　　　内　容　❑子どもから高齢者までが情報化社会に適応するためのＩＴ講習などを通じて住民の情報知識の向上を
　　　　　　　　　図ります。
　　　　現　状　実施できていない。
　　　　課題等　住民の情報知識の向上にむけ具体的な検討が必要である。
（３）情報サービスの推進
　　　　内　容　❑今後利用促進が図られる電子申請などインターネットを通じたサービスについては、その情報提供に
　　　　　　　　　努めるとともに、住民に有用なサービスの導入についての調査研究を行います。
　　　　現　状　平成29年７月のマイナンバー制度の本格運用に伴うシステム構築を行い、住民の利便性の向上を図った。
　　　　課題等　ネットワーク強靭化やマイナンバー制度に係る対応に伴い経費が増大しており、今後も多額の委託料の
　　　　　　　　支出が懸念される。

コミュニティバス
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（４）情報セキュリティの確保
　　　　内　容　❑セキュリティポリシーに基づく庁内情報セキュリティの維持向上に努めるとともに、個人情報の適正
　　　　　　　　　な取り扱いを推進します。
　　　　現　状　平成28年度末までに現状に即したセキュリティポリシーを新たに策定した。また、マイナンバーの記載
　　　　　　　　された書類については、施錠の可能な保管庫を設置するとともに、基幹系システムについては、パス　
　　　　　　　　ワードと指紋による二要素認証システムを構築した。
　　　　課題等　職員に対するセキュリティポリシーの重要性を更に周知する必要がある。
（５）ケーブルテレビ放送内容の充実
　　　　内　容　❑行政からのお知らせや住民・各種団体の紹介など放送内容の充実に努めます。
　　　　現　状　常に新鮮な情報の収集に努め、町民主体の情報番組の作成に努めている。また、ケーブルテレビ放送運
　　　　　　　　営委員会において内容の審議を行い、放送内容の充実を図っている。
　　　　課題等　放送機器の更新時期を迎え、今後多額の経費を要することとなる。
（６）魅力ある行政情報の発信
　　　　内　容　❑魅力ある行政情報の発信に努めるとともに、動画機能やＳＮＳの活用についても検討します。
　　　　現　状　平成28年度よりフェイスブック・ツイッターなどＳＮＳを活用した情報発信を行っている。
　　　　課題等　発信する情報がより魅力あるものとなるように更に検討が必要である。

〔基本施策〕４－６　安全・安心
（１）消防体制の充実
　　　　内　容　❑消防施設、設備の整備とともに、消防団員の訓練による技術向上に努めます。
　　　　現　状　消防施設・設備について、消防詰所及び消防
　　　　　　　　自動車の計画的な整備・配備を図っている。
　　　　　　　　消防団については、夏期消防大会や特別点検
　　　　　　　　等に向けての訓練を始め、毎月の装備点検等
　　　　　　　　年間を通じて自主訓練を行っている。

　　　　内　容　❑住民や事業所に対して応急手当の普及啓発と民間施設にＡＥＤの設置を推進し、応急救護体制の確立
　　　　　　　　　と、救命率の向上を図ります。
　　　　現　状　住民や事業所に対して応急手当の普及啓発は、基本的には消防署が行うため、役場としては行っていな
　　　　　　　　い。また、民間施設へのＡＥＤの設置についても行っていない。
　　　　課題等　ＡＥＤについては経費がかかるため、民間施設への設置推進は助成等の措置が必要と思われる。
（２）防災意識の高揚
　　　　内　容　❑防災訓練などの実施や防災情報の提供などに取り組み、住民や事業所への防災意識の高揚を図ります。
　　　　現　状　隔年で玖珠郡の総合防災訓練を実施し、住民の防災意識の高揚を図っている。また、見守りマップの作
　　　　　　　　成を通じ避難訓練の実施を呼びかけている。また土砂災害ハザードマップを作成し、全戸に配布している。
　　　　課題等　見守りマップの作成が避難訓練の実施へ繋がっていない。
　　　　内　容　❑地域や近隣とのつながりを大切にした自主防災組織を育成して、防災活動としての機能強化を図ります。
　　　　現　状　防災士を養成する中で、自主防災組織の結成を計画しているが、自治組織（行政区）以外で自主防災組
　　　　　　　　織の結成には至ってない。
　　　　課題等　自主防災組織の役割・必要性等が認知されていない。
（３）防災体制の整備
　　　　内　容　❑防火水槽・消火栓などの設置、住民への伝達手段の整備、防災無線、関係機関との連絡体制の充実を
　　　　　　　　　図ります。
　　　　現　状　防火水槽・消火栓等は必要に応じて設置している。また、住民への伝達手段としては、防災行政無線及
　　　　　　　　びケーブルテレビを活用している。さらには大分県の防災メールへの登録を推進している。
（４）防犯対策の推進
　　　　内　容　❑地域における犯罪防止のため、住民・学校・警察などの連携による防犯パトロールや地域見守り体制
　　　　　　　　　の支援・充実に努めます。
　　　　現　状　玖珠郡防犯協会の中で防犯活動に努めている。
　　　　内　容　❑防犯啓発活動や犯罪情報の提供により、住民の防犯意識の高揚を図ります。
　　　　現　状　防災行政無線を通じて町民へ振り込め詐欺等の情報提供を行っている。

第10分団22部（南山田）※H28新設 第13分団29部（南山田）※H28更新



医療療養病床に
入院している
65歳以上の方

現　在
（平成29年9月まで）

平成29年10月～
　　平成30年３月

平成30年4月～

・医療の必要性
　の低い方　 320円 370円 370円
・医療の必要性
　の高い方　 200円 370円
・指定難病の方
・老齢福祉年金
　受給者

0円

0円

0円 0円
  （指定難病の方以外）

医療療養病床に入院している65歳以上の皆さまへ
平成29年10月から平成29年10月から

光熱水費の負担が変わります
ご負担いただく【１日当たりの光熱水費 】

◆平成29年10月から、医療療養病床に入院している65歳以上の皆さまの光熱水費のご負担

額を上表のように見直します。

◆この見直しは、在宅療養や介護保険施設に入所する方には、現在すでに１日370円の光熱

水費をご負担いただいていることを踏まえたものです。そのため、上表のように段階的に

変更し、１日370円の光熱水費のご負担をお願いすることとなります。

◆ただし、指定難病の方･老齢福祉年金受給者については、引き続き負担を求めません。

※今回の光熱水費の見直しは、医療療養病床に入院する65歳以上の方が対象であり、
　65歳未満の方や、一般病床・精神病床等に入院されている方は対象外です。

お問合せは
ご加入の
保険者まで

◆ 健康保険組合、全国健康保険協会、共済組合
◆ 国民健康保険組合
◆ 大分県の後期高齢者医療広域連合
◆ 九重町役場住民課（国民健康保険担当、後期高齢者医療担当）

住民課  国保・年金グループ　☎７６－３８０２

お　知　ら　せ

お問い合わせ
14広報ここのえ　８月号



住　民　課　か　ら

お問い合わせ　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１
　　　　　　　　九重町役場　住民課　国保年金グループ　　☎７６－３８０２

還付金詐欺にご注意！
－不審な電話・訪問にご注意ください－

　全国各地で、還付金詐欺が発生しております。厚生労働省・社会保険庁（※）・市町村・広域連合の職

員等を装い、「年金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」などと高齢者がキャッシュカード等をだ

まし取られたり、ＡＴＭに誘導されたりして口座から現金を引き出されるなどの被害が発生しておりま

す。

－不審な電話・訪問があったら－

　不審に思われた時には、すぐに九重町役場住民課または大分県後期高齢者医療広域連合までご連絡をお

願いします。

※社会保険庁という組織は存在しません。（平成22年１月１日廃止）

後発医薬品（ジェネリック医薬品）をご存じですか？
　先発医薬品（新薬）の開発には、長い年月と、莫大な費用がかかります。そのため一定の期間、特許で守

られており、値段が高くなっています。

　一方、ジェネリック医薬品は、その特許が切れた後に発売されます。先発医薬品と同一の有効成分、同等

の効能・効果をもつ医薬品で、先発医薬品に比べて低価格で手に入れることができます。

・先発医薬品より安価で、経済的です。

　患者さんの自己負担の軽減、医療保険財政の改善につながります。

・効果や安全性は、先発医薬品と同等です。

　国では、後発医薬品が先発医薬品と同レベルの品質・有効性・安全性を有するかどうかについて厳しい基

準で審査を行っています。

　ジェネリック医薬品を利用したいときは、診察の時に医師や薬剤師に相談してください。医師や薬剤師に

直接言いづらい方は「ジェネリック医薬品希望カード」を活用しましょう。「ジェネリック医薬品希望カー

ド」は、７月に送付しました新しい被保険者証に同封の「後期高齢者医療のしおり」に掲載しているジェネ

リック医薬品希望カードを切り離して利用ください。また住民課窓口にもジェネリック医薬品希望カードを

準備しています。

訪問健康相談の実施について
　大分県後期高齢者医療広域連合では、後期高齢者の方に訪問健康相談を行っています。

　専門知識と経験のある健康相談員（保健師・看護師・管理栄養士のいずれか）がご自宅を訪問して、健康

管理や日常生活などについて、それぞれの方にあったアドバイスやご相談を行うものです。対象の方にはご

案内の文書をお届けします。ご案内後に、訪問日時を調整するため、電話でご連絡をいたします。

対 象 者：後期高齢者でご案内の文書が届いた方（対象者は1,000名程度です。）
実施時期：平成30年２月まで（予定）

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ後期高齢者医療広域連合からのお知らせ後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
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住民課からお知らせ

●年金受給に必要な資格期間が短縮（25年→10年）されます！
　平成29年8月から、年金を受給するために必要な資格期間が10年となります。

　資格期間が10年以上あることが確認できた方には、基礎年金番号、氏名、生年月

日、性別、住所及び年金加入記録をあらかじめ印字した「 年金請求書（短縮用）」（黄色）及び年金の請求

手続きのご案内を日本年金機構からご本人あてに送付します。

　「年金請求書（短縮用）」（黄色）が届きましたら、年金事務所等でお手続きをしてください。

【注意！】年金を受給するための年齢要件は変更ありません。

※すべての加入期間が国民年金第1号被保険者の方は、九重町役場でお手続きできます。

●あなたの気になる年金記録　もう一度、ご確認を！
　年金記録は、いまだ持ち主が確認できていない記録が残っています。あらためて、ご自身の年金記録に「も 

　れ」や「誤り」があるのではと、ご心配のある方はご確認いただき、お近くの年金事務所（等にご相談くだ

　さい。

　①転職が多い

　②姓（名字）が変わったことがある

　③いろいろな名前の読み方・書き方がある

　などの方は、ぜひ一度ご確認ください。

●年金記録の確認は「ねんきんネット」が簡単・便利！
　ねんきんネットを利用し、年金記録を発見した方もいらっしゃいます。

　①いつでも最新の年金記録を確認できます！

　「ねんきんネット」では、時間を気にせず、24時間いつでも最新の年金記録を確認できます。

　②記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！

　年金に加入されてない期間、標準報酬月額の大きな変動など、確認いただきたい記録がわかりやすく表示さ

れています。

　③氏名や生年月日等を入力して、持ち主不明の記録の中にご自身の記録があるかどうか調べることができま

す。

　

８月の
年金相談

今月の納税

日時　８月23日（水）午前10時～午後３時
場所　九重町役場１階　101会議室　※予約制 ☎0973－22－6174

納期限　８月31日（木）【固定資産税 第２期・国民健康保険税】

お問い合わせ　　日田年金事務所　☎０９７３－２２－６１７４
　　　　　　　　九重町役場　住民課　国保年金グループ　☎７６－３８０２

ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

0570－058－555（ナビダイヤル）
※050から始まる電話でおかけになる場合 　 ☎03－6700－1144
※自動音声でご案内します。自動音声案内に従って「３」を押してください。
【受付時間】　月～金曜日　午前９時～午後７時　　第 2土曜日　午前９時～午後５時
※土日祝日（第 2土曜日を除く）、12月 29日～ 1月 3日はご利用になれません。

▼
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　介護サービスを利用する場合にお支払いいただく利用者負担には月々の負担の上限額が設定されています。１ヵ

月に支払った利用者負担の合計が負担の上限を超えたときは、超えた分が払い戻される制度です。

 

　高齢化が進み介護費用や保険料が増大する中、サービスを利用している方と利用していない方との公平や、負担

能力に応じた負担をお願いする観点から、世帯のどなたかが市区町村民税を課税されている方の負担の上限が

37,200円（月額）から44,400円（月額）に引き上げられます。

　ただし、介護サービスを長期に利用している方に配慮し、同じ世帯の全ての65歳以上の方（サービスを利用し

ていない方を含む）の利用者負担割合が１割の世帯は、年間446,400円（37,200円×12ヶ月）の上限が設けら

れ、年間を通しての負担額が増えないようにされます。（３年間の時限措置）

平成29年７月まで
の負担の上限（月額）対象となる方 平成29年８月からの負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する方

がいる世帯の方

生活保護を受給している方等

44,400 円 （世帯） 44,400 円（世帯）※1

世帯の全員が市区町村民税を

課税されていない方
24,600 円 （世帯） 24,600 円（世帯）

15,000 円（個人） 15,000 円（個人）

前年の合計所得金額と公的

年金収入額の合計が年間80

万円以下の方等

24,600 円（世帯）

15,000 円（個人）
24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）※２

世帯のどなたかが市区町村民

税を課税されている方 37,200 円 （世帯）

44,400 円（世帯）〈見直し〉
※ 同 じ 世 帯 の 全 て の 6 5 歳 以 上 の 方

（サービスを利用していない方を含
む）の利用者負担割合が１割の世帯に
年間上限額（446,400円）を設定

介護保険サービスをご利用の方の月々の負担の上限
（高額介護サービス費の基準）が変わりました
介護保険サービスをご利用の方の月々の負担の上限
（高額介護サービス費の基準）が変わりました

平成29年
８月から

◆ 高額介護サービス費とは？

◆ どんな改正が行われるの？

※２「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上限額を指します。
　　「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。

Ａ
世帯

平成29年 ７月 ８月

月々の上限 37,200円 44,400円

年間の上限 なし なしサービス利用者

・市区町村民税が
　課税されている
・２割負担

・市区町村民税が
　課税されていない
・１割負担

現役並み所得相当
の方ではない場合

Ｂ
世帯

月々の上限 37,200円 44,400円

年間の上限 なし 446,400円
（新設）

月々の上限 37,200円 44,400円

年間の上限 なし 446,400円
（新設）

サービス利用者

・市区町村民税が
　課税されている
・１割負担

・市区町村民税が
　課税されていない
・１割負担

Ｃ
世帯

サービス利用者

・市区町村民税が
　課税されていない
・１割負担

・市区町村民税が
　課税されている
・１割負担

45歳・息子
※40歳～ 64歳は１割負担

〈高額介護サービス費の見直し後の適用例〉

健康福祉課からお知らせ

お問い合わせ　　健康福祉課　介護保険グループ　☎７６－３８２１
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※１　同じ世帯に65歳以上で課税所得145万円以上の方がおり、同じ世帯の65歳以上の方の収入が520万円以上
　　　（単身の場合は383万円以上）である場合。
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セ　ン　タ　ー　　☎７６－３８３８
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　町民一人ひとりが健康寿命を延ばし、生涯にわたり健やかで心豊かに生活できるまちづくりをすすめるため
に、平成 25年度より 10か年計画で「第２次健康ここのえ 21計画」を推進しています。
　平成 28年度の取組状況の一部について報告します。

基本目標

基本目標

現　　状

現　　状

取組状況

取組状況

「はかる」「健診」から始める健康づくり（糖尿病・脳血管疾患の予防）

資料：H27生活習慣病の実態及び国保特定疾病療養受療証発行簿

◆健診結果説明会において、糖尿病について情報提供
◆特定健診受診者より、高血糖者への訪問及び糖尿病教室の開催
◆健康チェックの日の開催（栄養士による相談もあり）－毎月第 1水曜日－
◆特定健診受診者より、腎機能低下が疑われる方への訪問

◆妊婦歯科健診
◆歯科保健（間食等）について、個別指導・健康教育－乳幼児健診、妊婦赤ちゃんサロンの場で－
◆フッ化物塗布、正しい歯磨き指導の日の継続－毎月第 2金曜日－

健口で目指せ８０２０（歯の健康）

人工透析患者数の増加が止ま
りません。基礎疾患に糖尿病
をもっている方が７割を超え
ています。
予防には、定期的な「健診」
と「病院」受診が必要です。

子どものむし歯が多く、　大
人の歯の本数が少ないです。
「歯科健診」を定期的に受け
ていない人が多いことも背景
にあります。

資料：地域保健事業報告（H27年度） 資料：健康課題みえる化促進事業（H28年度）

予告（平成 29 年秋、一緒に取り組み始めませんか）～３か月の運動療法で体と心が変わる～

病気予防・体質改善プログラム
自分に合った運動習慣について、健康運動指導士から個別に教えてもらえるいい機会です。
定　員：10人
場　所：九重町文化センター
対象者：糖尿病境界型の方（治療中の方は医師に要相談）
　　　　毎週１回（２時間）の教室に、３か月間参加できる方
　　　　毎日の運動メニューを実践できる方
＊９月頃、募集開始します。
＊参加費、日時等詳細については、「ここのえ夢クラブ（☎76-3888）」までご連絡ください。
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【人工透析患者の起因】

出典：データヘルス計画

健康寿命を延ばし、健やかで心豊かに生活するために健康寿命を延ばし、健やかで心豊かに生活するために



保 健 福 祉 セ ン タ ー

お問い合わせ　　保　健　福　祉
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１に運動 ２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～１に運動 ２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～
生活習慣の改善ポイントと順番を表しています。９月の健康増進普及月間の標語です。

今年度の総合健診の最後のご案内です
　今年度の健診を受診されましたか？
　健診結果を、生活習慣振り返りのきっかけにしてみませんか。
　がん検診（結核検診）もあります。がんは自覚症状が現れてからでは治療も困難になることが多く、
早期発見がとても大切です。申し込まれていなくても受診できるものがほとんどです。町内で実施する
健診は今年度最後ですので、この機会に是非受診してください。

　急な事態に、対応に困ったことはありませんか？こどもが病気やケガで心配な時や、病院へ行った方
が良いかどうか判断に迷った時、看護師等が相談に応じてくれるこども救急電話相談があります。24 時
間年中無休で医師や看護師、保健師等の専門スタッフが応じる、ここのえ健康ダイヤルと併せて上手に
活用しましょう。
□ここのえ健康ダイヤル　　　　　☎０１２０－５１１－６５８　（24時間・年中無休、通話料無料）
□大分県こども救急電話相談事業　 ☎０９７－５０３－８８２２　（通話料のみ）　
　　　（相談時間：平日　午後７時～翌朝８時／日・祝日　午前９時～午後５時　午後７時～翌朝８時）

薬物の誤飲に関する電話相談先：財団法人 日本中毒情報センター（一般市民向け電話相談）
□大阪中毒１１０番（365 日 24 時間対応）　　　　 　　　　　　 ☎０７２－７２７－２４９９（通話料のみ）
□つくば中毒１１０番（365 日 午前９時～午後９時対応）　　　　☎０２９－８５２－９９９９（通話料のみ）
□タバコ誤飲事故専用電話（365 日 24 時間対応、テープによる情報提供）　  ☎０７２－７２６－９９２２（通話料のみ）

9月 9日は救急の日

日　程 会場 受付時間

９月 22日（金）

９月 24日（日）

９月 25日（月） 午前８時 30分

～

10時 30分
10月１日（日）
※乳房超音波検査あり
(40 歳未満の方が対象 )

10 月２日（月）
※乳房超音波検査あり
(40 歳未満の方が対象 )

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

❒健診内容は、特定健診（基本健診）、胸部レントゲン、
胃・子宮・乳・大腸・前立腺がん検診、骨密度健診、
肝炎ウイルス検診です。

❒申し込みをされていない方は、保健福祉センターに
て事前に健診セットをお渡しできますのでお越しく
ださい。

❒特定健診、後期高齢者の健康診査については、保険
証と医療保険者発行の受診券を必ずご持参ください。

❒10 月１日（日）と 10月２日（月）は託児があります。
利用希望者は９月 22日（金）までに保健福祉センター
へお申込みください。

※40歳未満対象の乳房超音波検査がある日は限られていますので、今年度より予約優先とします。
　保健福祉センターまで事前にご予約ください。
※施設健診をご希望の方は、厚生連健康管理センター（☎０９７７－２３－７１１２）へ直接お申し込みください。

健診受診をお済ませの方は… 毎月第１水曜日の午前中、『健康チェックの日』をご利用ください。
健康・栄養相談、体脂肪・血圧測定、禁酒支援、減酒支援を行っています。

受診等に関するお問い合わせ 受診券に関すること 　 住民課 国保年金グループ　☎７６－３８０２
がん検診・託児に関すること 　保健福祉センター　 ☎７６－３８３８

平成 29 年度より 40 歳未満の方の
基本健診、九重町国民健康保険の
方の特定健診は無料で受けられる
ようになっています！！



～中山間地域総合整備事業のお知らせ～
　九重町では、ほ場整備や用排水路施設、農道の整備等による農業生産基盤のより一層の充実を図る
ため、中山間地域総合整備事業を計画しています。       　
　つきましては、水田の区画整理や農業用水路の改修、農道の改良、暗渠排水などの整備について下
記の通り、要望箇所を募集します。          

・既存の水路を整備したい。
・水路の漏水等を解消したい。
・井堰（頭首工）を改修したい。
・維持管理が大変なのでパイプラインに替えたい。 

主な事業の内容
（１）農業用用排水施設整備事業

・農業用機械が大型化したため、農道を拡幅したい。
・農道が砂利道で、収穫物が運搬中に痛むので、舗
  装を行いたい。

（２）農道整備事業

農業用用排水路を整備して、維持管理労力
を軽減し、安定した食料供給に寄与

農道の整備により、農地への機材搬入や集
出荷労力を軽減し、運搬・輸送が容易に

お　知　ら　せ

20広報ここのえ　８月号



・区画整理は出来ているが、水
   田の乾きが悪く、耕作に支障
   がある。

・水田の基盤が悪く、用水が必要以上に要るなど、土層・土壌改良をしたい。 

・農道もしくは農道も兼ねた集落内外の道路を整備したい。 

（３）ほ場整備事業

（４）暗渠排水施設整備事業

（５）農用地改良事業 

（６）集落道整備事業 

※この他にも様々な事業がありますので、気になる、困っていることがありましたらお気軽にご相談ください。

要望受付期限及び応募方法
要望受付期限 ： 平成29年10月31日（火）
受 付 場 所 ： 九重町役場　建設課　工務グループ
提 出 書 類 ： 事業要望書
　　　　　　　※九重町ホームページよりダウンロードもしくは、建設課で配布します。 
応 募 方 法 ： 事業要望書に必要事項を記入後、建設課工務グループに提出   

※なお、事業には細かい要件等がありますので、要望される地区については事業要望書提出後、
　個別に現地確認並びに聞き取りを行い、事業化が可能であるか検討をさせていただきます。

要望に際しての注意点 ・規模・内容などにより事業の対象とならないことがあります。 
・事業には地元分担金が必要となります。
・関係者の同意が必要となります。
・事業は一定の計画期間内において実施されます。 

地域の実情に即した農業生産基盤等の総合的な
整備を実施

お問い合わせ 建設課　工務グループ　　☎７６－３８１１

建　設　課　か　ら

税務課からお知らせ
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・一枚一枚の田が小さく、道路
や水路がないため、農作業の
効率が悪いので田をまとめて
一枚の面積を大きくし、道路
と水路をつけたい。 

両町・県で協力！玖珠郡の地方税徴収強化対策
７月３日〔九重町役場 町長室〕

　地方税徴収強化対策のため、九重、玖珠両町職員並び
県職員の税務職併任・派遣の協定を締結しました。
　今後、職員は両町の税務課に配属され、滞納額が多く
徴収が困難な対象者の方に対して、協力して対応にあた
り玖珠郡内の地方税の徴収率向上に努めます。

辞令交付式の様子



農林課からお知らせ
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トマト・椎茸 栽培研修 受講生募集
　九重町では地域の特産品である「夏秋トマト・しいたけ」の振興を図るため、新たにトマト又はしいたけ栽
培に取り組む研修生を募集します。（研修は夏秋トマトかしいたけのどちらかのみです）
　トマト又はしいたけ経営を目指す研修生に、生産者の田畑で栽培管理等の実践的研修を行い、生産部会、
JA、県等の関係機関と連携し、スムーズな就農とトマト又はしいたけを主とした農業経営者の育成を支援し

◎応募資格
　①研修修了後、九重町内で就農・定住し、JA玖珠九重
　　の生産部会（又は大分県椎茸農協久大支部）に所属し
　　て出荷を行う方
　②研修先に通勤が可能で、通勤可能な住居を確保してい
　　る方又はその見込みのある方
　③就農時に一定以上の自己資金を有する方
　④普通自動車第一種免許の資格を有する方
◎募集人数
　若干名
◎募集期間
　トマト：11月 30日（木）まで
　椎　茸：   9 月 30 日（土）まで
◎研修作物
　夏秋トマト及び複合経営が可能な農林業品目又は原木
　生・乾しいたけ及び複合経営が可能な農林業品目
◎研修費用
　模擬営農の際の生産経費（苗代、肥料代、農薬代、ほ場
　借上代（2 年目より）、種駒代、ほだ木代等）及び研修
　するために必要な住居費や交通費、食事、傷害保険等の
　費用については研修生負担となります
◎応募方法
　募集締切日までに、①申込書②研修申込追加資料③履歴
　書④運転免許証の写しを以下の応募先に提出してくださ
　い（郵送可）
　※申込書は九重町役場農林課窓口に用意しています
　　または、九重町役場HPからも印刷できます
　　遠距離の方は、電話にてご相談ください
◎応募先
　〒879-4895　大分県玖珠郡九重町大字後野上 8-1
　九重町役場　農林課　農林振興グループ　
◎面接選考会
　面接日時等については、申込者に別途ご連絡します

募集内容
◎研修期間
　トマト：平成 30年 4月 1日～平成 32年 3月末
　　　　　（研修経験がある方は 1年でも可）
　椎　茸：平成 29年 11月 1日～平成 31年 10月末
◎研修場所
　九重町内の講師のほ場
◎研修内容
　（実習及び模擬営農）
　講　師：ＪＡ玖珠九重生産部会又は大分県椎茸農協久
　　　　　大支部に所属する先進農家
　場　所：講師のほ場及び模擬営農を行う実践ほ場
　内　容：講師指導の下、栽培技術の習得
　トマト：原則 1年目より、研修生が講師のハウス１棟 /
　　　　　組を自ら栽培管理
　椎　茸：2年目より研修生が講師のほだ木を自ら栽培
　　　　　管理
　（座学）
　講師：ＪＡ、椎茸農協、大分県指導農業士、大分県等
　場所：九重町役場等
　内容：栽培技術、経営基礎、就農知識等
◎研修条件
　・研修を行なう前までに傷害保険に加入してください
　・別途カリキュラムに基づく研修を受講いただきます
　・研修者に対しての手当等はありません
　・研修中は誠実で積極的な受講を心掛けてください
◎就農支援
　・就農予定時の年齢が、原則 45 歳未満の方で要件を満
　　たす方は、研修期間について年間 150 万円を最長２
　　年間給付することができる事業があります
　・九重町内の賃貸住宅で生活される方は家賃補助が受け
　　られる事業があります
　※その他、詳しくは農林課までお問い合わせください

研修内容

研修生
募集 申　込 面接

審査会
研修生
決定通知

長期研修
就農準備 就　農

研修の流れ

お問い合わせ　　農林課　農林振興グループ　☎76-3804



九重文化センター  ☎７６－３８８８

　　　　　　　　★受講生の感想★（一部）
・梅干しの出来上がりが楽しみです。紫蘇ジュースは作ったことがなかっ
たのですが、意外と簡単だったので、またしてみたいです。
　精油は今まで興味がなかったのですが、買って使ってみたくなりまし
た。香水は苦手なので、精油は自然な香りで落ち着きました。

・紫蘇ジュースは初めて作りました。お湯に入れると緑色になったり、
知らないことが沢山あって楽しかったです。アロマもいい香りでリ
ラックスできました。

お問い合わせ

九重くらしの学校くらしの学校くらしの学校

　７月 23日（日）第４回授業が開催されました。
今回の授業内容は、梅干し作りの紫蘇漬けと紫蘇ジュース作りでした。
　前回持ち帰った梅の塩漬けを、自宅で土用干しをして持ち寄りました。一人もカビが出たということもなく、
しっかり干しあがった梅となっていました。
　当日は紫蘇の葉を茎から外す所から行い、自分の手で紫蘇を揉み自分の手で漬けこんでいきました。今回も、
ちょっとしたコツを教えて頂き、「なるほど～！」といった感想も聞くことが出来ました。お日様の力を借りて
自分の手で漬けた梅はどんなふうに仕上がるのでしょうか？とても楽しみです。
　前回の梅シロップや、今回作った紫蘇ジュースの効能は、夏にぴったりなものばかりです。旬のものを使った
ものは、どうしてこんなにおいしいのか・・・それは、体がその季節に求めているものが、旬のものだからなの
かもしれませんね。
　またこの日は、「虫よけスプレーワークショップ」を一緒に行いました。アロマオイルを使った、自然な香り
の虫よけスプレーを作りました。アロマテラピーとは？というところから、どうして虫よけになるのか？という
お話までしていただき、アロマの香りに癒されながらのワークショップでした。
香り当てクイズの正解者は何と 1人ということで、何気なく香る『香り』というものも奥が深いと感じました。
　受講生の皆さん同士も、回を重ねるごとに会話も弾むようになり、表情も和らいできたように感じています。
　梅干しも紫蘇ジュースも、習う前は『なんだか難しそう…。』なのですが、習ってみると『家でも出来そう！』
に変わりました。皆さんも是非、お母さんや近所の方に習ってみてはいかがでしょうか？
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お問い合わせ　九重ふるさと自然学校　☎73-0001

自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと
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カッコウの初鳴きしらべ2017
結果報告

　　　　　　　　　　今年もみなさまからお寄せ頂いた情報をもとに、カッコウの初鳴きマップを作成しました！
　　　　　　　　　　今年一番早くカッコウの声が聞かれたのは、5月 8日でした。
　さらに今年は、カッコウの他にも、生きものの初鳴き・初見の情報を募集しましたところ、セミやホトトギス、
ホタルなどの情報をおよせ頂くことが出来ました。ありがとうございました。
　カッコウやホタルなど、生きものたちから届く季節の便りを身近に感じられるのは九重町の誇りです。自然と
寄り添う心をこれからも持ち続けたいですね。

たんぽぽの会 地域生活支援センター Bee すけっと
しょう　　　　  ふくし

シリーズ

『障がい福祉』

各事業所の活動紹介32各事業所の活動紹介31

　　　　　　　　　　お互いの思いや悩みを共有し
　　　　　　　　　　あい、またハンディのある人
もない人も共に暮らせる地域にしたいという想いで
活動しています。「だれもが安心して暮らせるま
ち」をめざす仲間をお待ちしています。お気軽に声
をかけて下さい。
＊水・木曜日は午前10時～午後３時で事務所を開
けています。
＊第２木曜日は午後７時30分～８時30分にみんな
で集まっています。
＊第３木曜日は午後７時30分～９時で相談日とし
ています。
詳細は下記までお問い
合わせください。

日田市淡窓１丁目２－５
Beeすけっと
☎０９７３－２７－６２５１

お問い合わせ九重町大字右田 3088-2
玖珠郡知的障がい者（児）育成会　たんぽぽの会
☎７６－３４１２（代表　篠原）
☎７６－２６７２（隣保館1階）

お問い合わせ

その他にも…
・計画相談支援…適切なサービスを利用できるように
「サービス等利用計画」の作成を行います。 
・ホームヘルプサービス…ハンディをもつ方の自宅に
おいて身体介護、家
事援助、外出の支援
を中心にお手伝いし
ます。

・グループホーム…ハ
ンディをもつ方が家
庭的な雰囲気の中
で、数人で一緒に暮
らすためのお手伝い
をします。  

　身体にハンディをもつ方、知的にハンディをもつ方
など、生活のしづらさを抱えながら暮らしている方々
の助っ人です。 日頃の相談はもちろん悩みを解決して
くれる機関や制度など、 福祉サービスの紹介や調整な
どを行います。  

びい



図書館だより図書館だより ほんの森8月号 平日 午前10時〜午後６時　土・日  午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76−3888

●児童書・コミック
ジャンケンの神さま くすのきしげのり
つまんないつまんない ヨシタケシンスケ
講談えほん　子どもつなひき騒動 宝井琴調
羽生善治のこども将棋終盤の勝ち方入門 小田切秀人
中学生になったら 宮下聡
深夜食堂１８ 安倍夜郎　その他多数
●一般書
御上覧の誉（口入屋用心棒シリーズ37） 　　鈴木英治
ふふふの麩（隠密味見方同心シリーズ⑧） 　風野真知雄
夢三夜（新・酔いどれ小籐次シリーズ⑧） 　　佐伯泰英
月の満ち欠け（第 157 回直木賞受賞作） 　　佐藤正午
影裏（第 157 回芥川賞受賞作） 　　　　　　沼田真佑
アノニム 　　　　　　　　　　　　　　原田マハ
忍びの国 　　　　　　　　　　　　　　　和田竜
デンジャラス 　　　　　　　　　　　　　　桐野夏生
出会いなおし 　　　　　　　　　　　　　　　森絵都
ぼくの死体をよろしくたのむ 　　　　　　川上弘美
パーマネント神喜劇 　　　　　　　　　　万城目学
５分で涙があふれて止まらないお話 　志賀内泰弘
７番街の殺人 　　　　　　　　　　　　　　赤川次郎
あなたならどうする 　　　　　　　　　　井上荒野
打ち上げ花火、下から見るか横から見るか？　　　大根仁
日本の覚醒のために 　　　　　　　　　　　内田樹
定年後　50 歳からの生き方、終わり方 　　　楠木新
角野栄子の毎日いろいろ 　　　　　　　　　　角野栄子
図解いちばん親切な年金の本 　　　　　　清水典子
本当にお金が増える投資信託は、この 10 本です。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠田なおこ
金正恩の核ミサイル 　　　　　　　　　　宮崎正弘
文在寅とは何者か 　　　　　　　　　　澤田克己
スノーデン　日本への警告　　　エドワード・スノーデン
子どもと性　必読 25 問タジタジ親にならないために 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村瀬幸浩
心屋先生のお母さんが幸せになる子育て 　心屋仁之助
全国専門・各種学校案内２０１７－１８ 
医療・教育・福祉・健康系オール学校ガイド 
子どもの成績を「伸ばす親」と「伸ばせない親」の習慣 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安村知倫
大分県のしいたけ料理の本 　神谷禎恵・小坂章子
世界一美味しい煮卵の作り方 　はらぺこグリズリー
無限レシピ 　　　　　　　　　　　　　　大友育美
肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい 　西山耕一郎
鳥類学者だからって、鳥が好きだと思うなよ　　川口和人
露の団姫の仏教いろは寄席 　　　　　　露の団姫
感じるままに生きなさい　山伏の流儀 　　星野文紘
虹色のチョーク 　　　　　　　　　　　　　　小松成美
自然栽培ｖｏｌ⑪生きものに学ぶ 　　　　　　木村秋則
知っているようで知らない鳥の話 　　　　　　細川博昭
めったに見られない瞬間！ 　
　　　　　　　　　　　ナショナルジオグラフィック編著
スタンフォード式最高の睡眠 西野清治　その他多数
●ＣＤ
日本の愛唱歌 160 選オーケストラで綴る思い出の歌 10 巻 
やすらぎのクラシック名曲選 12 巻

新刊・新着図書案内 ～夕暮れの穏やかな匂いに秋の気配を感じつつ・・・今宵はどの本を読みましょうか？～

　近ごろは、子ども連れのお父さんもめずらしくない九重町図書館です。
ささやかな家族サービスでしょうか、夏場はちょっぴり増える印象があります。子どもといっ
しょに絵本を選んだり、「パパ～、これ読んで～！」と甘えてくれるわが子とのひとときはプ
ライスレスですね。図書館もお父さんの「育児宣言」を応援していきます！　
　さて、一日の生活時間の配分などを調査する「社会生活基本調査（５年ごと）」という国の統計があります。最
新版のＨ28年の調査結果が先月から順次公開が始まっているところです。まだ分析待ちですが、注目しているのは
大分県のイクメンランキングです。「男性の家事・育児関連時間」について、前々回のＨ18年の調査で、大分県は
何と全国最下位だったのですが、前回のＨ23年には第７位と急上昇！男性の家事・育児時間の伸び幅「日本一」に
輝いています！県では「今後もひきつづき男性の子育て参画日本一を目指して取り組んでいく」とのことでした
が、成果やいかに。さらっと読まれたかもしれませんが、10年前は最下位だったのですね～。頑張りましたね、お
母さん。まぁ、過ぎたことです・・・「いま、ここ」からに目を向けましょう。頑張っていきましょうね、お父さ
ん（笑）。
というわけで、図書館には、夏の思い出づくりに役立つ本がたくさんあります！
アウトドアや旅行情報誌、自由研究のネタなど、いろいろとご用意しています。ぜひ、お子さん、ご家族おそろい

『お父さ～ん、出番ですよ～！』

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

８月のボランティアグループは
「ぷちトマト」のみなさんでした。
９月は「チームそらまめ」の（9
月 9日の予定）です。ボランティ
アさんたちが工夫して絵本を読
んでくれます。どうぞお気軽に遊
びにいらしてください。 特別なしかけ絵本が登場！ 大型絵本も楽しかったね。また遊びにきてください！

●「おはなし会」毎月第２土曜日　午前１０時３０分～１１時
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全国一斉「高齢者・障がい者の
人権あんしん相談」強化週間

徹底した衛生管理を
しています！

お話を聞かせてください。
どうすれば解決できるか一緒に考えます。

秘密は守ります。

【日　　時】　９月４日（月）～９月 10日（日）　  
　　　　　　平日／午前８時 30分～午後７時
　　　　　　土日／午前 10時～午後５時

【電話番号】　☎０５７０－００３－１１０
　　　　　　（全国共通人権相談ダイヤル）

【相談内容】　高齢者や障がい者に対する暴行・虐待、
　　　　　　いやがらせなど高齢者や障がい者に関
　　　　　　する人権問題

【担 当 者】　　人権擁護委員、法務局職員
　大分地方法務局では、平日（月～金）午前８時 30分～
午後５時 15分まで「全国共通人権相談ダイヤル
（☎０５７０－００３－１１０）」にて、常時相談に応じ
ています。

　７月26日、玖珠郡食品衛生協会と西部保
健所は宝泉寺地区12店舗の宿泊施設や飲食
店等を回り、食の安全確保及び自主管理体制
の確立を目的に、調理器具等へフードスタン
プを利用した科学的検査を実施し、店舗関係
者に啓発グッズ等を配布し、食中毒予防を呼
びかけました。

お問い合わせ　　大分地方法務局 人権擁護課
　　　　　　　　☎０９７－５３２－３３６８

心の扉

人権

　　　　　　　　　　

　

　　　

　　　　

　第２回目となる「なるほど“ザ”人権講座」が、７月20日
の木曜日に開催されました。先月号に引き続き、講座内容
や受講生の声などをこの「心の扉」のコーナーで皆さんに
ご紹介させていただきます。
　第２回講座のテーマは、「気づきと認め合い」。講師に、
町内を中心に2004年から活動されている「ハート降るここ
のえ」の皆さんをお迎えし、歌や朗読など密度の濃い公演
をしていただきました。主な内容は、心温まるお話、子ど
もの人権、部落問題に関することで、講演後の受講生アン
ケートでは、以下のような記述がみられました。（一部抜
粋）

Ｑ．公演の感想、『気づき』や心に残ったことは？
・初めて聞いたけど一つ一つの歌詞が考えさせられるなと
　思いました。
・部落出身者が結婚差別を受けたときの詩がとても印象に
　残りました。

・歌がとても心地よく、すーっと心の中に入ってきました。
　帰って子どもをいっぱい抱きしめたいです。
・全部がとてもよくて感動しました。今回も参加すること
　ができて本当に良かったです。
・言葉の力はすごいんだなと、改めて感じました。
・言葉の大切さ、癒しにもナイフにもなる。気をつけて使
　おうと思いました。

Ｑ．グループ討議で思ったことや感じたことは？
・家族や子どもに対しての思いや愛情があふれた。
・子どもにマイナスな言葉を言っていた自分に気づいた。
・部落差別は何でなくならないのか、何でできたのか、み
　んな疑問に思っているんだなと思った。
・部落差別について子どもに聞かれたとき、どんな風に話
　してあげたらよいのだろう。
・部落差別については今まで色々な機会に聞いてきたが、
　まだまだ知らないことだらけだと思った。
・いろいろな意見が出てよかった。

　アンケートを見ると、歌と朗読、グループワークを通し
て、人は言葉によって癒され傷つけられること、部落差別
をはじめとした差別の現実があることに気づいていただく
ことができました。次回以降の講座では、これまでに感じ
た、「なんで？」に対する答えを探していきます。　

　紙面の都合上、詳細について掲載することができません
が、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎76－
3823）までお問い合わせください。

No.254

心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

2017 第２回なるほど “ザ”人権講座

食品衛生夏期巡回指導　宝泉寺地区

衛生検査の様子



ふるさとの
文化財探訪

第40回

　

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
中
心
に
位
置
す
る
諏
訪

湖
か
ら
天
竜
川
の
東
側
↓
愛
知
県
豊
川
の
谷
↓

紀
伊
半
島
↓
四
国
↓
熊
本
県
八
代
に
至
る
中
央

構
造
線
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
、ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
に
滑
り
込
む
時
に
出
来
た
大

断
層
で
あ
り
、
こ
の
線
に
沿
っ
て
高
い
山
脈
が

連
な
っ
て
い
る
。
又
、
こ
の
断
層
に
よ
り
、
紀

ノ
川
、
吉
野
川
、
大
分
川
、
白
川
の
大
河
も
生

じ
て
い
る
。古
代
の
四
大
文
明
圏
も
ナ
イ
ル
川
、

チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
、
イ
ン
ダ
ス
川

そ
し
て
黄
河
に
発
生
し
て
い
る
。
わ
が
郷
土
九

重
町
は
、
九
州
の
心
臓
部
に
位
置
し
、
く
じ
ゅ

う
連
山
と
い
う
九
州
ア
ル
プ
ス
に
端
を
発
す
る

①
飯
田
地
区
・
玖
珠
川
②
野
上
地
区
・
野
上
川

③
東
飯
田
地
区
・
松
木
川
④
南
山
田
地
区
・
町

田
川
沿
い
に
古
代
か
ら
生
活
の
拠
点
を
置
き
、

水
を
利
用
し
つ
つ
、
田
畑
を
耕
し
命
を
紡
い
で

来
た
。
こ
れ
ら
川
の
流
れ
と
文
化
発
達
の
趾
を

看
取
し
得
る
。
川
の
周
辺
に
石
器
や
古
墳
埋
葬

品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
族
部
族
の

健
康
や
コ
メ
の
無
事
の
収
穫
を
祈
り
祭
る
為
の

心
の
拠
り
所
と
し

て
神
社
が
各
々
①

白
鳥
神
社
②
鉾
神

社
③
宝
八
幡
宮
④

菅
原
天
満
宮
、
小

倉
神
社
が
造
営
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
土
地
は
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
に
満

ち
た
聖
な
る
氣
の

場
所
に
建
て
ら
れ
、
各
々
ご
神
木
や
巨
石
等
が

あ
り
、人
々
の
心
安
ま
る
所
と
な
っ
て
い
る
。
又
、

仏
教
に
救
い
を
求
め
、
各
地
に
仏
像
が
造
ら
れ

て
い
っ
た
。

　

昨
年
四
月
に
熊
本
、
阿
蘇
、
湯
布
院
、
別
府

と
い
う
大
活
断
層
上
に
地
震
が
起
こ
り
大
災
害

と
な
っ
た
が
、
反
面
マ
グ
マ
の
活
発
な
所
故
に
、

温
泉
文
化
の
華
が
開
き
、
大
変
な
恩
恵
を
受
け

て
い
る
。「
竜
門
」
く
ぐ
っ
て
「
筌
の
口
」、「
寒
」

の
「
川
底
」
湯
け
む
り
踏
ん
で
、道
は
ひ
と
「
筋
」

「
壁
」
づ
た
い
、
着
い
た
「
湯
坪
」
で
「
長
者
」

が
言
う
た「
宝
の
泉
」じ
ゃ
九
重
九
湯
。
そ
れ
に
、

八
丁
原
、
大
岳
、
滝
上
の
天
然
の
地
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
恵
み
は
、
全
国
一
の
電
力
の
創
出
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

　

最
後
に
観
光
文
化
財
と
し
て
、
飯
田
高
原
内

の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
タ
デ
原
湿
原
（
シ

ダ
植
物
７
５
種
、
種
子
植
物
４
５
３
種
）、
九
重

森
林
公
園
ス
キ
ー
場
と
九
酔
渓
に
か
か
る
九
重


夢

大
吊
橋
等
、
自
然
と
人
間
の
融
合
に
よ

る
魅
力
を
発
信
し
て
ゆ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

文化財調査員　佐藤頼久

―九重町の
地政学的地形の意味―

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。

ハート降るここのえ担当　阿部　征則

郵便の場合は次のところへ。〒879－4895　九重町役場企画調整課（☎ 76−3807）

８月のハート降る♥ここのえ
　
　
一
緒
に
成
長
し
よ
う
ね
！

　
私
が
通
っ
て
い
る
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
体
操
教
室
に

は
、
こ
の
四
月
か
ら
若
い
お
母
さ
ん
が
お
二
人
、
そ
れ
ぞ

れ
２
歳
く
ら
い
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
参
加
し
て
い

る
。
こ
の
可
愛
ら
し
い
お
嬢
ち
ゃ
ん
方
と
い
っ
た
ら
、
体

操
の
音
楽
が
始
ま
っ
た
と
た
ん
に
、
お
母
さ
ん
に
お
ん
ぶ

や
抱
っ
こ
を
せ
が
む
。
ど
う
や
ら
お
母
さ
ん
の
背
中
や
腕

に
揺
ら
れ
て
ウ
ト
ウ
ト
す
る
の
が
大
層
お
気
に
入
り
ら
し

い
。
お
母
さ
ん
た
ち
も
気
軽
に
体
操
を
楽
し
み
た
い
だ
ろ

う
に
、
嫌
な
顔
ひ
と
つ
見
せ
ず
い
つ
も
笑
顔
で
そ
の
重
量

的
負
荷
を
背
負
っ
て
体
操
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
と
て
も

微
笑
ま
し
か
っ
た
。
き
っ
と
彼
女
た
ち
自
身
も
、
彼
女
た

ち
の
お
母
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
風
に
温
か
く
育
て
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
。

　

少
し
ず
つ
話
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
会
話
の
中

か
ら
彼
女
た
ち
な
ら
で
は
の
気
づ
か
い
や
知
恵
が
感
じ
取

ら
れ
る
の
が
私
に
と
っ
て
刺
激
と
な
り
、
学
ぶ
こ
と
多
く

あ
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
誰
か
ら
学
ぶ
か
に
そ
の
年
代

差
は
関
係
な
い
。
何
か
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
成
長
の
伸

び
し
ろ
が
あ
る
う
ち
は
、人
は
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
育
て
は
親
育
て
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
時
に
周
り
の

人
す
ら
も
育
て
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

C
さ
ん
S
さ
ん
、
そ
し
て
y
ち
ゃ
ん
、
A
ち
ゃ
ん
。

そ
し
て
多
く
の
子
育
て
世
代
の
育
マ
マ
や
育
パ
パ
達
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
日
も
私
は
体

だ
け
で
な
く
心
に
も
体
操
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
ま
し

た
。
感
謝
。
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各
種
相
談
・
研
修

そ
の
他
の
募
集・お
知
ら
せ
等

県
庁
の
労
働
な
ん
で
も
相
談

〔
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予
約
不
要
〕

　

労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の
労
働

や
労
務
管
理
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
を

県
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
７
日
㈭

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所
　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
Ｆ
視
聴
覚
室

■
内
　
容　

　

労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
方
法

　

来
場
ま
た
は
電
話
に
よ
る
相
談

⦿

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
固
定
電
話

専
用
）

　

☎
０
１
２
０‐

６
０
１‐

５
４
０

⦿

携
帯
・
ス
マ
ホ
・
公
衆
電
話

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
０
４
０

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー

　　
（
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
０
４
０

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田

支
部
（
無
料
相
談
会
）

■
日
　
時
　
９
月
７
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場　
３
階

　
　
　
　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許

認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の

心
配
事
な
ど　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

会　

（
担
当　

穴
井
）

　
　
　
　
　
☎
７
２‐

４
６
８
０

認
定
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

■
日
　
時
　
９
月
８
日
㈮　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場　

１
階

　
　
　
　

１
０
１
会
議
室

■
内
　
容

　

相
続
や
登
記
の
名
義
等
に
関
す

る
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ

ル
等
の
様
々
な
法
律
紛
争
に
関

す
る
ご
相
談

■
そ
の
他

　

原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約
者

優
先
）

※

予
約
が
な
く
て
も
当
日
の
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い

た
方
と
相
談
時
間
が
重
複
し
た

場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い

■
主
　
催

　

大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

　

九
重
町
無
料
相
談
会
事
務
局

（
担
当　

大
野
）

　

☎
７
７‐

６
２
８
２

「
業
務
改
善
助
成
金
」

の
活
用
を

　
大
分
労
働
局
で
は
、「
業
務
改

善
助
成
金
」
の
活
用
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投

資
（
機
械
設
備
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
等
導
入
）
な
ど
を
行
い
、

事
務
所
内
の
最
低
賃
金
を
一
定

額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
、
そ

の
設
備
投
資
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

助
成
金
の
内
容
は
、
厚
生
労
働

省
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
大
分
県
最
低
賃

金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

４
０
２
５

　

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０‐
０
０
８‐

３
１
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

平
成
29
年
度

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー

〔
参
加
無
料
・
定
員
１
０
０
名
〕

■
日
　
時
　
８
月
29
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

〔
受
付　

１
時
30
分
〜
〕

■
場
　
所
　

　

九
州
労
働
金
庫
大
分
支
店

　

５
階　

会
議
室

■
内
　
容
　

　　
講
演
「
子
育
て
・
介
護
に
配
慮

し
て
会
社
を
伸
ば
す
」

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
商
工
労
働
部 

雇
用
労

　

働
政
策
課

　

労
働
相
談
・
啓
発
班

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
３
５
３

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

９
月
１
日
㈮
か
ら
10
日
㈰
ま
で

は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で

す
。

県
で
は
、
広
告
物
設
置
に
対
す

る
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、
期

間
中
、
違
反
広
告
物
の
是
正
指

導
や
簡
易
除
却
を
行
い
ま
す
。

良
好
な
景
観
の
形
成
と
広
告
物

に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
広

告
物
の
適
正
な
表
示
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

な
お
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る

ご
相
談
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
玖
珠
土
木
事
務
所

　

建
設
・
保
全
課

　

☎
７
２‐

１
１
５
２

危
険
物
の
貯
蔵
、
取
扱
い
に

ご
注
意
を
！

　

消
防
法
上
の
危
険
物
は
、
種
類

に
よ
っ
て
指
定
数
量
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
を
貯
蔵

し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
は
消

防
法
で
定
め
ら
れ
た
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
主
な
指
定
数

量
は
ガ
ソ
リ
ン
２
０
０
Ｌ
、
灯

油
・
軽
油
１
、０
０
０
Ｌ
、
重

油
は
２
、０
０
０
Ｌ
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
数
量
未
満
で
あ
っ

て
も
指
定
数
量
の
５
分
の
１
以

上
の
場
合
は
、
消
防
組
合
火
災

予
防
条
例
で
規
制
を
受
け
、
消

防
署
長
へ
の
届
出
（
個
人
の
住

宅
は
２
分
の
１
以
上
指
定
数
量

未
満
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

危
険
物
は
住
民
生
活
に
不
可
欠

な
も
の
で
す
が
、
一
度
、
そ
の

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火
災
、

漏
え
い
な
ど
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
関
係

法
令
を
守
り
、
安
全
に
取
り
扱

い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

玖
珠
消
防
署　

危
険
物
係

　

☎
７
２‐

２
１
４
１

公
共
職
業
訓
練

11
月
受
講
生
募
集

■
内
　
容

　

再
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

　

識
と
技
能
を
６
ヶ
月
間
で
習
得

■
受
講
期
間

　

11
月
２
日
㈭
〜

　

平
成
30
年
４
月
27
日
㈮

■
申
込
期
間　
９
月
26
日
㈫

■
そ
の
他

暮らしの情報　●
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お問い合わせ　　危機管理情報推進課　消防防災グループ　☎７６－３８０１

　消防団は、地域の防火・防災の要として重要な役割を

担っていますが、団員の減少により消防団の機能の維持

が難しくなってきているのが現状です。そこで、九重町

消防団では自らの地域で発生する火災被害の防止及び軽

減を図るため消防団応援隊の結成に取り組んでいきま

す。

≪加入できる方≫

◆九重町に在住する消防団ＯＢであること。
◆昼間に当該消防団の区域内で生活している方。

≪主な活動≫

◆火災時における初期消火及び消防団員が火災現場到着
後の後方支援。

≪活動区域≫

◆応援隊加入者が生活する行政区内。

≪補償≫

◆応援隊の活動はボランティアになりますので活動に係
る出動手当の支給は行いません。また、活動に従事する

ことにより死亡、負傷、疾病、または障害の状態となっ

た場合、大分県消防補償等組合より保障されます。

※詳しい内容及び応援隊加入申請書等については、下記までお問い合わせください。

消防団応援隊の募集について

●　暮らしの情報

各
種
資
格
・
試
験
等

　

コ
ー
ス
説
明
会
を
９
月
19
日
㈫

に
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ

ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）

　
☎
０
９
７‐

５
２
９‐
８
６
１
５

四
季
折
々
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
夏
・
エ
コ
涼
ラ
イ
フ
」

大
分
県
で
は
、
四
季
を
通
じ
た

省
エ
ネ
・
省
資
源
型
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
実
践
を
呼
び
か
け

る
「
四
季
折
々
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
中
で
す
。

今
年
の
「
夏
・
エ
コ
涼
ラ
イ

フ
」
の
テ
ー
マ
は
「
打
ち
水
」

で
す
。「
打
ち
水
」
は
日
本
の

伝
統
文
化
・
生
活
の
知
恵
と
し

て
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
身
近
な
エ
コ
活
動
と

し
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
水
や
風
呂
の
残
り
湯
な
ど
の

二
次
利
用
水
を
活
用
し
た
「
打

ち
水
」
で
「
涼
」
を
体
感
し
ま

し
ょ
う
。
夏
の
節
電
対
策
に
も

効
果
的
で
す
！

「
打
ち
水
」
イ
ベ
ン
ト
開
催
情

報
や
実
施
風
景
の
写
真
、
感
想

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
生
活
環
境
部　

　

う
つ
く
し
作
戦
推
進
課

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
１
２
３

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　
障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図

る
た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主

を
対
象
と
し
た
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
27
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
　
所
　

　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分　

２
階　

二
豊
の
間

　

（
旧
大
分
東
洋
ホ
テ
ル
）

※

参
加
企
業
は
午
前
と
午
後
で
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い
者

の
方
や
事
業
主
の
方
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

８
６
０
９

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

　■
採
用
職
種
　

○
消
防
職
員
（
一
般
枠
〔
救
急
救

命
士
含
む
〕
）

○
消
防
職
員
（
社
会
人
枠
）

■
採
用
予
定
人
員　
若
干
名

■
採
用
年
月
日 

　

平
成
30
年
４
月
１
日
（
予
定
）

■
受
験
資
格　

○
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
救
急
救
命
士
の

資
格
を
有
す
る
人
で
、
昭
和
62

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
○
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
が

５
年
以
上
あ
る
人
で
、
昭
和
48

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日　

　

第
１
次
試
験　

10
月
15
日
㈰

　

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬

■
試
験
会
場　

日
田
市
役
所

　

７
階　

大
会
議
室

■
申
込
受
付
期
間　

　

９
月
１
日
㈮
〜
９
月
22
日
㈮　

〔
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〕

※

受
験
申
込
書
及
び
実
施
要
領

は
、
日
田
消
防
署
、
玖
珠
消
防

署
、
九
重
町
役
場
総
務
課
等
に

て
、
９
月
１
日
㈮
か
ら
配
布
し

ま
す
。

◎
そ
の
他
、
受
験
資
格
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

２
２
０
４
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九重町消防操法大会

　７月２日、粟野河川敷で消防大会（操法大会）が行われ

ました。

　小型ポンプ操法で第６分団13部（野上地区）、ポンプ車

操法では第12分団27部（南山田地区）が優勝しました。

　小型ポンプ操法は、平成30年度に大分県消防学校（狭

間町）で行われる県大会への出場が決まりました。

夏休みだよ！九重“夢”大吊橋　納涼フェスタ

　７月22、23日の両日、九重“夢”大吊橋で納涼

フェスタが行われました。

　会場では、ステージイベントのほかに流しソーメ

ンや椎茸の試食、バザーコーナーでの飲食等の販

売、さらに毎年恒例の九重“夢”バーガーの大食い

大会も行われ楽しい夏祭りの雰囲気に来場者の方々

も大満足でした。

全 国 へ

　７月12日、インターハイに出場する美山高校ホッケー

部女子並びに少林寺拳法部の各主将・副主将が役場に訪

れ、町長に出場報告を行いました。

　インターハイは、ホッケー部女子が、７月28日（金）

～８月２日（水）に、山形県川西町で、少林寺拳法部が、

８月５日（土）～７日（月）に、宮城県塩竃市で行われま

した。

【操法大会 結果】
　☆小型ポンプ操法

　優 勝…第６分団－13 部
　　　　（野上地区）

　２ 位…第12分団－28 部
　　　　（南山田地区）

　３ 位…第７分団－16 部
　　　　（飯田地区）

　☆ポンプ車操法

　優 勝…第12分団－27 部
　　　　（南山田地区）

　２ 位…第11分団－25 部
　　　　（南山田地区）

　３ 位…第４分団－ ９部
　　　　（野上地区）

くじゅうフェス２０１７

　７月29日、くじゅうフェス2017が飯田高原

の長者原園地で開催されました。

　「山の日」を記念してのイベントで、坊ガツ

ルやタデ原湿原の散策のほかに、地元野菜の販

売や自然に関する展示・体験できるブースが多

数出店し、くじゅうの夏を堪能していました。

県の代表として九州の舞台へ
ここのえ緑陽中学校　野球部・吹奏楽部

第６分団－13 部

第12分団－27 部

玖珠美山高等学校　インターハイ出場報告
ホッケー部〔女子〕・少林寺拳法部

飯
田
小
学
校
６
年
生
児
童

が
総
合
学
習
で
観
光
客
の

方
に
タ
デ
原
湿
原
の
ガ
イ

ド
を
し
て
い
ま
し
た
。

　７月26、27、28日の３
日間で開催された大分県中
学校体育大会軟式野球で、
ここのえ緑陽中学校野球部
が見事勝ち上がり、鹿児島
で開催される九州中学校体
育大会の出場権を獲得しま
した。

　７月27日、iichikoグランシアタ（大
分市）で第54回大分県吹奏楽コンクー
ルが開催され、ここのえ緑陽中学校吹奏
楽部が金賞を受賞し、同会場で開催され
る第13回南九州小編成吹奏楽コンテス
トの出場権を獲得しました。

７月31日、ここのえ緑陽中学校野球部、吹奏楽部が役場に訪れ、町長に出場
報告を行いました。

会場近くのタデ原湿原では



佐 藤 蒼 翔
佐 藤 統 二
左 藤 乃 愛
佐 藤 雄 飛
繁 田 覇 月
鶴 原 零 士
時 松 莉 子
藤 枝 大 智
𠮷 光 彩 葉

（敬称略）

男
男
女
男
男
男
女
男
女

中 央 一
川 下 北
川 東 下
陣の内上
後 野 上
下 尾 本
青山通り
菅原本村
引 治 二

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

虹輝
盛政
綾
弘延
香月
雅史
俊介
正受
桂祐

さ 　とう　あお　と

さ 　とう　とう　じ

さ 　とう　の　　あ

さ 　とう　ゆう　ひ

しげ　た　  は　ずき

つる　はら  れい　 じ

とき　まつ　り　　こ

ふじ　えだ　たい　ち

よし　みつ  あや　 は

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72−2141　● 火災の確認は ☎72−5100

● 

病
　
院

８月

９月

８月

９月

20日

27日

３日

10日

17日

18日

23日

24日

20日

27日

３日

10日

17日

18日

23日

24日

72-6101

72-0170

72-0330

72-2167

72-2135

77-6121

72-2466

73-2030

塚 脇

森

塚 脇

塚 脇

春日町

野 上

森

北山田

電　話住　所 医療機関名日月 ● 

歯
科
医

0973-23-8148
0973-22-3041

72-0421
0973-23-6480
0973-22-0320
0973-22-0222

72-5983
0973-22-3034

日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市

電　話住　所 医療機関名日月

７月１日〜７月末日届出分

人口と世帯

人 の 動 き人 の 動 き

人口
  男
  女
世帯
　　　　（　）は前月からの増減

9,790  人
4,649  人

  5,141  人
3,904 　 

（−１）
（−１）
（±０）
 （±０）

有　吉　スズ子
上 田 代 二
梅　木　ナツヱ
衞　藤　フジ子
衛　藤　美代子
甲 斐 洋 一
髙 平 　 勉
遠　江　久美子
豊 田 秋 吉
　 足 　 正
佐 藤 眞 盛

94
90
93
87
93
55
89
69
92
88
82

中 村 上
下 旦 二
中 央 一
奥 双 石
上 旦
串 野 上
川 上 一
北 恵 良 一
粟 野 本 村
書 曲 一
青 山 通 り

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積　271.37㎢　／　町の木　くぬぎ　花　ミヤマキリシマ　鳥　カッコウ

★都合で変更する場合があります。

三池循環器内科クリニック

武 田 医 院

友成産婦人科医院

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

荒 木 医 院

北山田クリニック

よ し ま さ 歯 科
石 崎 歯 科 医 院
秋 吉 歯 科 医 院
酒 井 歯 科 医 院
内 川 歯 科 医 院
おおくら歯科医院
井上第２歯科医院
武 内 歯 科 医 院

2017 年８月・９月休日当番医

地区別
件数

物損
事故

件数計
人身事故

死者 負傷者交通安全
0

0

0

0

0

0

11

4

10

25

0

5

4

5

14

14

32

113

46

205

14

37

117

51

219

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

消防署では救急の日に合わせて心肺蘇生法やＡＥＤの使い方、けがの
手当てなど応急手当を習得して頂けるように救急講習会を開催します。
　一刻を争う救急患者を救うには、救急車が到着するまでの間、その
場に居合わせた人による適切な応急手当てがなによりも重要です。
　あなたの大切な人の命を救うため、講習会に参加し、正しい知識と
技術を身につけましょう。

こちら
119番
こちら
119番

（2017年７月末現在）

町内地区別事故発生状況（累計、属地）

お問い合わせ　玖珠消防署　救急救助係　☎ 72ー2141

お詫びと訂正（広報ここのえ 7月号） 広報ここのえの７月号で、記載に誤りがありました。関係者の皆様に
ご迷惑おかけいたしましたことを深くお詫びし、訂正をいたします。

13ページ
住民課からお知らせ「国民年金広場」
❒「学生納付特例制度」　

広報ここのえ　８月号31

９月９日は
「救急の日」です。

日　　時　９月９日（土）　午後１時～４時（約３時間）
　　　　　　　　　　　　〔午後 12時 30 分～　受付〕 
場　　所　玖珠消防署　会議室
募集人員　30名（先着順）
受 講 料　無料（動きやすい服装で！）

救
急
講
習
会

※受講者には修了証を交付します。人数が集まり次第募集を締め切
　らせていただきます。

誤　学生の方は～国民健康保険料の納付が猶予される制度です。
正　学生の方は～国民年金保険料の納付が猶予される制度です。



　

今
回
は
、
緑
陽
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
の
俳
句
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
第
四
回
の

「
緑
陽
祭
」
で
公
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
人
顔
負
け
の
ユ
ニ
ー
ク
な
句
ば
か
り
で
す
が
、
町
長
賞
一
席
の
「
干
し
柿

づ
く
り
」
教
育
長
賞
「
野
焼
き
か
な
」
は
生
活
感
溢
れ
る
よ
い
句
だ
な
あ
と

感
心
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
昨
年
第
三
回
は
町
民
の
み
な
さ
ん
に
人
気
投
票

も
戴
き
投
票
総
数
６
３
３
票
で
、
次
の
句
が
、
大
賞
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
ど
う
な
る
か
楽
し
み
で
す
。

町
長
賞
　
　
三
席
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
干
し
柿
づ
く
り
一
休
み     

１
年　

田
中　

彩
希

　
　
　
　
　
　
　

  

身
を
か
る
く
風
に
ま
か
せ
る
春
の
朝　
　

 

２
年　

音
成　

優
菜

　
　
　
　
　
　
　

  

サ
ン
ダ
ル
を
そ
ろ
え
ぬ
小
さ
な
反
抗
期　

 

３
年　

楳
木　

彩
香

教
育
長
賞
　
三
席
　
三
年
間
の
お
も
い
を
決
め
た
春
の
朝　
　

 

１
年　

寺
村　

虎
都

　
　
　
　
　
　
　

  

美
し
い
山
を
ひ
き
つ
ぐ
野
焼
き
か
な　
　

 

２
年　

佐
藤　

匠
悟

　
　
　
　
　
　
　

  

風
光
る
つ
い
に
私
も
三
年
生　
　
　
　
　

 

３
年　

竹
尾
燦
々
子 

学
校
長
賞
　
三
席
　
桜
道
ふ
み
だ
す
一
歩
さ
あ
行
こ
う      　

  

１
年　

佐
藤　

壱
弥

　
　
　
　
　
　
　

  

通
学
路
仲
良
く
な
ら
ぶ
つ
ら
ら
た
ち        

２
年　

友
松
龍
之
輔

　
　
　
　
　
　
　

  

バ
ス
降
り
て
お
は
よ
う
飛
び
交
う
桜
道     

３
年　

穴
井　

初
季

教
育
委
員
特
別
賞
　
三
席

                           

夕
暮
れ
に
近
ず
く
別
れ
君
と
の
距
離　
　

 

１
年　

井
上　

季
咲

                           

山
女
の
眼
命
を
い
た
だ
く
そ
の
一
瞬　
　

 

２
年　

山
本　

麻
結

                           

菜
の
花
と
同
じ
旗
ふ
る
見
守
り
隊　
　
　

 

３
年　

南
桂
ア
レ
ン

子
ど
も
俳
句
紹
介

第
一
回
（
緑
陽
俳
句
）
ふ
る
さ
と
大
賞
　

　
　
　
　
　
　
　
こ
い
の
ぼ
り
地
震
に
負
け
ず
泳
い
で
る
　
山
中
聖
志
朗

（
感
想
）

　
夕
菅
︵
別
名 

黄
菅
︶
の
名
は
、
夕
闇
に
黄

色
い
花
を
咲
か
す
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
。
夕

方
に
花
を
開
き
、
朝
に
萎
む
た
め
、
ユ
ウ
ス
ゲ

と
も
。
日
光
黄
菅
、
野
萱
草
、
藪
萱
草
、
す
べ

て
ユ
リ
科
ワ
ス
レ
草
属
、
い
と
こ
ど
う
し
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
本
州
、
四
国
、
九
州
の
高

原
や
山
地
に
咲
く
。
自
生
地
が
限
ら
れ
絶
滅
危

惧
種
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
湯
布
院
か
ら
別
府
に
向
か
う
大
分
自
動
車
道

で
初
夏
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

夕
菅

空
蝉
の
転
が
る
ベ
ン
チ
山
の
駅 　
　
　
　
　

  

小
川　

良
子

　
　

ど
こ
か
の
山
の
駅
。
ベ
ン
チ
に
蝉
の
抜
け
殻
が
転
が
っ
て
い
る
。
そ
の

　
　

情
景
を
見
事
に
一
行
詩
で
美
し
く
表
現
。
作
者
の
平
素
の
作
句
姿
勢
に

　
　

益
々
磨
き
が
か
か
り
ま
す
。

日
盛
り
を
避
け
て
用
件
済
ま
し
け
り　
　
　
　

藤
澤　

節
子

　
　
「
陽
の
盛
り
を
避
け
て
用
件
を
済
ま
し
た
と
い
う
た
だ
の
報
告
句
で

　
　

も
あ
り
ま
す
が
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
実
感
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
　

俳
句
の
素
材
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
い
う
お
手
本
で
し
ょ
う
か
。

柚
子
こ
し
ょ
う
体
の
芯
ま
で
一
直
線　
　

 　

  

泉  　
　

渓

　
　
「
一
直
線
」
と
き
ま
し
た
か
？  

こ
れ
で
「
柚
子
」
と
「
こ
し
ょ
う
」

　
　

も
己
の
役
割
を
果
た
し
た
と
大
満
足
で
す
。
い
つ
も
の
切
り
口
に
脱

　
　

帽
で
す
。

　９月号は引き続き「自由題」とします。奮ってご応募ください。締
め切りは８月末日（必着）です。ハガキまたはハガキ大の用紙に住所、
氏名、年齢、電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）まで提出し
てください。ご応募お待ちしています。　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（選者　こごりゅうしょう）

遠
雷
や
む
か
し
む
か
し
の
罪
と
罰　
　
　
　

 

林　

香　

澄

黄
す
げ
咲
く
大
観
峰
を
越
え
に
け
り　
　
　

 

吉
光
ヨ
ウ
子　

朝
ま
だ
き
よ
う
よ
う
開
く
水
連
花　
　
　
　

 

永
松
佐
世
美

園
バ
ス
を
見
送
る
日
傘
立
ち
去
ら
ず　
　
　

 

乙
津
眞
砂
子

女
郎
花
女
の
化
身
か
古
書
に
あ
り           

い
さ
山
美
絵

ひ
と
潤
い
人
馬
も
草
木
も
萌
え
あ
が
る　

 　

森
髙
マ
サ
ヨ

御
仏
の
お
迎
え
灯
籠
時
刻
む　
　
　
　
　

 　

吉
光　

静
子

百
紅
花
蕾
の
頃
逝
く
巡
る
夏             　

 

野
木
チ
ズ
子

盆
が
来
る
胃
と
肝
臓
に
知
ら
せ
お
く         

原
田　

孟
一

今
月
の
暗
誦
句

　
厩
ま
で
ユ
ウ
ス
ゲ
の
黄
と
び
と
び
に
　
　
大
野
　
林
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　           

︵
浜
︶

　
夕
菅
や
開
拓
す
て
し
小
屋
の
あ
と
　
　
　
中
村
　
信
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

︵
馬
酔
木
︶

　
夕
菅
や
逢
い
た
き
人
に
逢
い
に
行
く
　
　
駒
走
　
松
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
さ
く
ら
草
句
会
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
）「
う
ま
や
ま
で
・
ゆ
う
す
げ
の
き
・
と
び
と
び
に
」
と
い
う
よ
う
に
五
音
・
七
音
・
五
音
を
軽
く

　
　
　

切
っ
て
読
み
ま
し
ょ
う
。
リ
ズ
ム
を
感
じ
て
記
憶
の
海
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

読者 俳 句

平
成

29年
８

月
17日

発
行

（
通

巻
735号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。 広報ここのえ　８月号 32

「
遠
雷
や
」・・・
罪
と
罰
と
は
意
味
深
。「
キ
ス
ゲ
」
は
今
月
の
花
で
紹
介
。
大
観
峰
が
効
き
ま
し
た
。「
よ

う
よ
う
」
は
方
言
で
す
か
ね
。
で
も
よ
う
や
く
よ
り
も
響
き
が
い
い
で
す
ね
。「
園
バ
ス
を
」・
・
・「
立

ち
去
ら
ず
」
で
リ
ア
ル
な
一
句
に
。
原
田
さ
ん
は
川
柳
の
素
質
十
分
で
す
ね
。

今
月
の
優
秀
句
　
　「
自
由
題
」

（
評
）

俳人の言葉⑤　　「気持ちを説明してはいけない。読者に感じさせないと。」　　　小 川 軽 舟　（鷹）

今
月
の
花

ゆ
う
す
げ

き
す
げの

か
ん
ぞ
う

り
ん
か




